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東海 ･北陸ブロック
障害者芸術文化活動
広域支援センターの取り組み
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そ
ば
に
い
る
人
だ
か
ら
感
じ
ら
れ
る
こ
と

　

障
害
の
あ
る
方
か
ら
ふ
い
に
手
紙
を
渡
さ
れ
た
り
、
記
念
日
に
似
顔
絵
を
描
い
て

も
ら
っ
た
り
、
福
祉
施
設
の
職
員
さ
ん
の
間
で
は
た
ま
に
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
そ
う

で
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
何
の
変
哲
の
無
い
絵
で
も
、
も
ら
っ
た
職
員
さ
ん
に
と

っ
て
は
、
美
術
館
で
飾
ら
れ
て
い
る
絵
よ
り
も
大
切
な
も
の
だ
っ
た
り
す
る
そ
う
で

す
。
私
の
良
い
と
み
ん
な
の
良
い
は
異
な
り
ま
す
。

（
そ
の
魅
力
は
共
有
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
）



まだ名前のついていないものごと
　家の中で大きな声を出されると迷惑でしかありませんが、大声
選手権という名前のステージがあれば輝けるかもしれません。ど
んなものごとも、どのように紹介されるのかによって見え方は変
わってきます。様々な形のステージがあれば、より多様な人たち
が自信を持って舞台に上がることができるかもしれません。

（どんな名前をつけたら良いのだろう？）
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社
会
福
祉
法
人
み
ん
な
で
い
き
る
で

は
、
平
成
28
年
度
に
厚
生
労
働
省
『
障
害

者
の
芸
術
活
動
支
援
モ
デ
ル
事
業
』
の
採

択
を
受
け
、
そ
の
１
年
間
で
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
広
域
に
伝
播
し
て
い
く
た
め
に
、

平
成
29
年
度
よ
り
東
海
･
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
８
県
を
対
象
に
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

【上越本部】
〒 943 - 0834
新潟県上越市西城町 2 - 10 - 25 大島ビル 307 号室
社会福祉法人みんなでいきる法人本部内
TEL：025 - 530 - 7264 / FAX：025 - 530 - 7261

【人員体制】
センター長　1 名（専従）
事務局員　1 名（専従）
アート ･ ディレクター　1 名（専従・非常勤職員）
経理担当者 1 名（兼務）

　相談の窓口を常設し、東海 ･ 北陸ブロック内
における障害のある方の創作活動に係る相談に
対応しました。今年度の相談の特徴として、新
潟県外の関係機関からの障害者芸術文化活動普
及支援事業の内容照会、展示会などを一緒に開
催できないかといった協働事業の打診が増えた
ことが挙げられます。

相談支援の実施

◎アート ･ ディレクター養成研修会
　　日時：平成２９年１０月１２日（木）～１３日（金）
　　内容：アートマネジメント ･ ワークショップ
◎権利保護
　障害のある方の創作活動に係る事例検討会
　　日時：平成３０年２月１５日（水）
　　内容：概論・権利擁護に係る事例検討会

　福祉施設関係者、教育機関、美術関係者向け
に障害者芸術文化活動に関する研修、ワークシ
ョップなどを開催し、障害者芸術文化に関わる
人材を養成しました。

人材育成 ･ 研修事業

　情報提供に基づき東海・北陸ブロック内のア
ーティストの発掘を行いました。

調査発掘

◎アール・ブリュット展㏌上越３
―生活の柄―（平成 29 年 11 月 18 日～ 23 日）
◎アール・ブリュット＠高岡
―らしくとままでー（平成 30 年 1 月 24 日～ 28 日）

　東海・北陸ブロック内における作品を展示し
ました。

展示会の開催

◎パフォーマー公開オーディション　あしたの星☆
―障がいのある方もない方も新たなステージへ―

（平成 29 年 12 月 23 日（土））

　障害のある方の創作活動を広めるために美術
分野だけでなく、舞台芸術を広めるために公開
オーディションを開催しました。

公開オーディションの開催

◎ＨＰの開設・更新
◎Ｆａｃｅｂｏｏｋページでの情報発信

情報発信
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東
海･

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
お
け
る
障
害
の
あ
る

方
や
そ
の
家
族
、
行
政
機
関
や
福
祉
事
業
所
な
ど
か

ら
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。
相
談
内
容
は
平
成
28

年
度
と
比
較
し
、
協
働
で
の
事
業
の
実
施
お
よ
び
関

係
機
関
か
ら
の
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援
事

業
の
内
容
に
つ
い
て
の
照
会
が
増
え
ま
し
た
。

　東海 ･ ブロック内における支援センターが開催
する協力委員会への出席及び未実施県への行政機
関 ･ 関係団体への事業の周知を行いました。

　東海 ･ 北陸ブロック内における支援センターお
よび未実施県の情報交換の場として連絡会議を開
催しました。

　障害のある方の創作活動に係る権利保護のため
の無料法律相談を実施しました。
弁護士：みたけ法律事務所　見竹 泰人 氏

相談延べ件数

ブロック巡回訪問の実績　※新潟県を除く

連絡会議の開催

無料法律相談

　　件
美術 147 件・舞台芸術 26 件
（平成 30 年 3 月末日現在）

県名 愛知県 静岡県 三重県 岐阜県 富山県 石川県 福井県

日時

7月25日
10月10日
2月26日

8月23日
3月17日

8月30日 7月26日
12月24日
3月18日

7月18日
10月3日
1月27日
3月24日

7月19日 8月29日
11月27日

実施日 10月4日 11月1日 12月6日 1月10日 2月7日 3月7日

相談件数 0件 0件 1件 1件 2件 1件

第 1 回 第 2 回

日時　平成 30 年 1 月 23 日 ( 火 )13:30 ～ 16:30
場所　カネジュービル ( 愛知県 )
内容　事例報告 : 愛知県における県域支援センター　
　　　の取り組みついて
参加者数　8 名

日時　平成 30 年 3 月 27 日 ( 火 )
場所　カネジュービル ( 愛知県 )
内容　講義：障害のある方の創作活動に係る権利の
　　　基本的理解
参加者数　6 名

アール・ブリュットの展示会に
出品したい！ 絵を見てほしい！

展示する場所を確保してもらいたい !

アーティスト（知的障害者）

相談者 アーティスト ( 精神障害者 )

相談者

　統合失調症の四十代女性です。アール・ブ
リュットの展示会に出展できたらと思い連絡
した。習った事はないが、絵を描く事が好き
で毎日描いる。主にペン画。ずっと、一人で
絵を描き続けているので、絵を見てもらえた
らうれしい。※メールでの相談

相談内容 　ブロックセンターでは年に何回か展示会を開催している
が、いつも自分の作品が選ばれない。あえて、展示する作
品リストから外しているのではないか。作品に込める思い
は、誰にも負けていないつもりである。誰かに見てほしい、
誰かに評価してもらいたい、この思いに応えてもらいたい。

相談内容

　添付されていた作品を確認したことを伝え
る。上越展の出展作家はすでに決定しており、
その後しばらく展示会を開催する予定がない
ため、当法人以外で、新潟県内の障害とアー
トに関わる団体の活動を紹介。新潟市の『ア
ートキャンプ新潟』では、創作をすることと
共に作品を見てもらう機会として、定期的に

「創作の場」を開催。ここに作品を持参して
みてはどうか？と提案。また、『k-box』とい
う団体でもステージ発表の機会とともに、ア
ート活動も行っていることを伝える。

対応
　展示会毎に展示する作品が変わることと、今回は相談
者の作品は展示会の作品のコンセプトとあわないもので
あったため展示しなかった旨を伝え了承される。この相
談をきっかけに主催者側が作品をセレクトする展示会だ
けでなく、作者の思いや伝えたいことを反映できるもち
よりの展示会場の必要性に気づいた。11 月に開催した
アール ･ ブリュット展 in 上越 3 ではもちより展示会の
場を企画し、相談者もお気に入りの作品を展示していた。

対応

相談事例
　窓口を設置して 2 年目となり、今年度は障がいのある方やその家族、福祉事業
所の他に、行政関係から作品調査や展示会開催などの相談も寄せられるようにな
りました。東海・北陸ブロックを支援する立場になったことで、新潟県以外の地
域からも相談を受ける機会が多くなりました。

　大きな展示会だけでなく、身近に作品を展示できる場
が必要だと感じた。次年度は、作品を展示するだけでな
く、同じ空間に誰もが自由に創作活動を行える創作の場
を試行的に実施していきたい。

今後について
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概要
【日時】平成 30 年 2 月 15 日（木）13:30 ～ 16:30
【場所】新潟県新潟市：新潟ユニゾンプラザ研修室
【参加者】15 名
【内容】ミニ講座
『障害のある方の創作活動に係る権利の基本的理解』
【講師】見竹泰人氏（弁護士：みたけ法律事務所）
【事例検討】参加者が持ち寄った 10 事例を検討
アドバイザー：見竹泰人氏（弁護士：みたけ法律事務所）

　

障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
に
係
る
権
利
の
基
本
的
な
内
容

に
つ
い
て
、
講
師
で
あ
る
見
竹
弁
護
士
よ
り
説
明
を
受
け
た
後

に
、
実
際
に
福
祉
施
設
の
現
場
で
抱
え
て
い
る
事
例
の
解
決
方

法
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

作
品
の
グ
ッ
ズ
化
な
ど
の
2
次
利
用
、
展
示
会
へ
の
出
展
や

作
品
の
寄
贈
を
受
け
る
際
の
留
意
点
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
終
わ
り
に
す
る
の
で
は
な

く
、
現
場
で
日
々
対
応
し
て
い
る
事
例
を
一
つ
ひ
と
つ
積
み
上

げ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
分
か
っ
た
1
日
で
し
た
。

検討した事例（一部）

障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
に
係
る

権
利
保
護
の
取
り
組
み

ア
ー
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

養
成
研
修
会

弁護士 見竹泰人氏

　

福
祉
と
美
術
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
は
存
在
す
る
一

方
で
、
ど
ち
ら
の
分
野
も
横
断
す
る
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た

人
材
が
少
な
い
現
状
が
あ
る
。
県
内
で
は
多
く
の
創
作
活
動
や

展
示
会
は
福
祉
施
設
職
員
や
家
族
な
ど
周
り
の
人
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
。
な
に
を
魅
力
と
み
な
し
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
る

形
に
し
て
い
く
の
か
、
周
り
の
人
は
様
々
な
判
断
を
問
わ
れ
て

い
る
。
県
域
で
総
合
的
に
障
害
者
の
文
化
芸
術
活
動
を
広
め
て

い
く
た
め
に
、
作
品
の
捉
え
方
や
魅
力
の
伝
え
方
、
企
画
展
開

催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
作
品
使
用
の
許
諾
事
務
な
ど
を
学
べ
る
研
修

会
を
実
施
し
た
。

取
組
の
ね
ら
い

日　

時
：
平
成
30
年
3
月
6
日
（
火
）
・
7
日
（
水
）

　
　
　
　

10
：
00
～
15
：
30

場　

所
：
新
潟
県
新
潟
市
：
杜
の
テ
ラ
ス
S
A
K
U
R
A

参
加
者
：
8
名

講　

師
：
鈴
木
一
郎
太
氏
（
株
式
会
社
大
と
小
と
レ
フ
取
締
役
）

日　

時
：
平
成
29
年
10
月
12
日
（
木
）
・
13
日
（
金
）

　
　
　
　

10
：
00
～
16
：
30

場　

所
：
新
潟
県
新
潟
市
：
C
A
F
É 

I
B
I
S

参
加
者
：
15
名

講　

師
：
深
澤
考
史
氏
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

　

研
修
会
場
の
中
に
あ
る
も
の
の
中
か
ら
、
自
分
が
気
に
な

る
も
の
を
見
つ
け
て
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
す
る
方
法
を
考
え

る
と
い
う
ワ
ー
ク
。
い
わ
ゆ
る
作
品
で
な
い
も
の
か
ら
魅
力

を
見
つ
け
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
魅
力
を
100
円
シ
ョ
ッ
プ
に
あ

る
も
の
を
使
っ
て
伝
え
る
手
段
を
考
え
ま
し
た
。
頭
と
手
を

交
互
に
つ
か
う
実
践
的
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2

模
擬
展
示
会
づ
く
り

　
「
展
示
会
を
す
る
際
に
、
最
初
に
問
う
こ
と
は
？
」
と
い

う
問
い
か
ら
、
参
加
者
と
一
緒
に
展
示
会
を
企
画
す
る
際
に

使
用
で
き
る
チ
ャ
ー
ト
式
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。
目
的
→
誰
の
た
め
に
→
何
を
見
せ
た
い
→
展
示
の

位
置
づ
け
と
、
流
れ
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
チ
ャ
ー
ト
は
進
む
だ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
じ
め
に
戻

っ
て
考
え
て
み
た
り
と
、
行
き
来
し
な
が
ら
企
画
を
練
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
1

展
示
会
企
画
の
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
づ
く
り

　
“
こ
れ
は
作
品
と
言
っ
て
良
い
の
か
？
”“
発
表
は
当
事
者

に
と
っ
て
は
ど
ん
な
機
会
な
の
か
？
”
な
ど
参
加
者
か
ら
の

障
害
と
ア
ー
ト
に
ま
つ
わ
る
疑
問
や
考
え
に
つ
い
て
、
参
加

者
同
士
が
意
見
を
出
し
合
い
自
分
た
ち
の
言
葉
で
障
害
と
ア

ー
ト
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
深

澤
さ
ん
か
ら
は
、
自
分
た
ち
の
為
だ
け
で
は
な
く
、
外
に
見

せ
る
必
要
性
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
変
、
大
切
な
作
業
で

あ
り
、
そ
の
際
に
見
せ
る
人
、
見
せ
た
い
人
を
複
数
想
定
し

な
が
ら
企
画
を
し
て
い
く
と
良
い
の
で
は
、
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

他
人
の
大
事
に
し
て
い
る
も
の
を

勝
手
に
大
事
に
す
る
方
法

ト
ー
ク

ア
ー
ト
・
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
？

深
澤
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
か
ら

第　  回

Q１　利用者が描いた絵を商品化したい。商品化
したいのだが、本人は有名なキャラクター
を真似て絵を描いたと言っている。個人的
に似ていないと思うのだが著作権侵害にあ
たるのか？また、どのくらい似ていると侵
害になるのか？

Q３　絵画をデザインとして利用する際に、大き
さや色が変わってしまう可能性がある。そ
の場合の事前の対処方法を教えてほしい。

Q４　展示会の主催者として作品を作ってくれた
ら展示すると利用者家族と口約束をした。
利用者はそのことを聞いてペットボトルを
材料に作品の制作を行ったが、実際当日の
展示会では作品を展示してもらえなかっ
た。責任は問われるのか。

A１　どのくらい似ているという判断ではなく、
本人がキャラクターを真似て書いたと言っ
た時点で著作権の侵害に当たる。

A２　単純な色塗りであれば、そもそも著作権は
発生しない。その方にしかできない独創的
な色塗りであれば著作権が発生する場合も
ある。

A３　2次利用にあたって個々のケースごとに使
用する作品、使用目的、変更点、イメージ
図などできうる使用用途を具体的に示し、
作品の使用について許諾をとることが重要
である。

A４　著作権とは別の範疇ではあるが、もち
ろん責任には問われる。ただしこのケ
ースでは材料からして訴訟にまで発展
する可能性は低い。それ以上に今回の
事例を教訓に、今後このような対応を
して信頼関係が崩れることがないよう
留意してもらいたい。

Q２　利用者が描いた絵に、職員が色塗りをした
場合の著作権はどちらに発生するのか？

第　  回
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主
催
：
新
潟
青
陵
大
学
･
新
潟
青
陵
大
学
短
期
大
学
部

日
時
：
平
成
29
年
7
月
12
日
（
水
） 

　

新
潟
青
陵
大
学
・
新
潟
青
陵
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
新
校
舎
竣

工
記
念
に
お
け
る
地
域
貢
献
ウ
イ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
一
般

向
け
の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
講
座
の

企
画
･
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
夜
間
の
セ
ミ
ナ
ー
に

も
関
わ
ら
ず
近
隣
の
方
や
、
当
事
者
家
族
、
学
生
な
ど
多
く
の
方
か

ら
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュッ
ト
っ
て
な
あ
に
?

主
催
：
社
会
福
祉
法
人
み
ん
な
で
い
き
る

日
時
：
平
成
29
年
7
月
28
日
（
金
）

　

新
潟
県
内
の
福
祉
事
業
所
の
職
員
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
現
場
や
家
族
の
間

で
起
こ
っ
た
変
化
な
ど
を
実
際
の
事
例
に
基
づ
き
学
び
ま
し
た
。
和

紙
作
家
の
方
や
福
祉
に
興
味
が
あ
る
一
般
の
方
の
参
加
も
あ
り
様
々

な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
と
ア
ー
ト
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

　

支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
前
に
実
務
を
伝
え
る
こ
と
に

よ
り
、
実
際
の
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
支
援
事
業
の

内
容
や
取
り
組
む
意
義
、
事
前
に
準
備
し
て
お
く
事

項
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
平
成
30

年
度
の
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
と
実
働
が
円
滑
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
各
県
の
事
例

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
学
び
の
多
い
2
日
間
で
し

た
。
な
に
よ
り
各
県
の
担
当
者
と
2
日
間
し
っ
か
り

と
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
で
、
お
互
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
成
果

で
し
た
。

3 

成
果

静岡会場

日時：平成 30 年 2 月 20 日（火）～ 21 日（水）

場所：5 風来館（ごふくかん）4 階会議室
参加者数：7 名

岐阜会場

日時：平成 30 年 3 月 22 日（木）

場所：ぎふ清流文化プラザ
参加者数：6 名

新潟会場

日時：平成 30 年 3 月 28 日（水）

場所：東区プラザ
参加者数：2 名

主
催
：
N
P
O
法
人
福
井
芸
術
・
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
：
平
成
29
年
11
月
27
日
（
月
）

　

障
害
の
あ
る
方
の
文
化
芸
術
活
動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
国

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
的
な
話
を
厚
生
労
働
省
よ
り
報
告
い

た
だ
き
、
そ
の
後
セ
ン
タ
ー
か
ら
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援

事
業
の
実
務
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
後
半
は
、
会
場
が
一
体
と

な
り
相
談
支
援
の
あ
り
方
や
人
材
育
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な

ど
、
今
後
福
井
県
内
で
ど
の
よ
う
に
障
害
の
あ
る
方
の
文
化
芸
術
活

動
を
進
め
て
い
く
か
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
井
県
に
お
け
る
障
害
者
文
化
芸
術

活
動
推
進
の
た
め
の
研
修
会

主
催
：
高
岡
市

日
時
：
平
成
30
年
1
月
27
日
（
土
）

　

『
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
@
高
岡
c
h
a
p
t
e
r
３
～
ら
し
く

と
ま
ま
で
～
』
の
開
催
に
合
わ
せ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
共
催
団
体
と
し
て
、
展
示
会
に
お
け
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
紹
介
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

当
日
は
近
年
ま
れ
に
み
る
大
雪
で
し
た
が
、
富
山
県
だ
け
で
な
く
石

川
県
･
福
井
県
か
ら
も
参
加
者
が
お
ら
れ
、
非
常
に
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
力
団
体
で
あ
る
N
P
O
法
人
障
が
い
者
ア

ー
ト
支
援
工
房
コ
コ
ペ
リ
の
活
動
記
録
が
上
映
さ
れ
た
り
、
滋
賀
県

県
民
生
活
部
文
化
振
興
課
の
木
村
さ
ん
に
よ
る
糸
賀
一
雄
先
生
か
ら

つ
な
が
る
新
生
美
術
館
の
設
立
に
向
け
た
講
演
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト

＠
高
岡
に
お
け
る
し
ん
ぽ
じ
う
む

　

セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
依
頼
を
受
け
協
働
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

協
働
で
の
セ
ミ
ナ
ー
事
業

　

平
成
30
年
度
に
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援
事
業
に
取
り
組

む
見
込
み
の
あ
る
自
治
体
を
対
象
に
実
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
支

援
セ
ン
タ
ー
は
開
設
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
開
設
後
に
し
っ

か
り
と
実
務
を
通
じ
て
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
ブ
ロ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
が
実
際
に
取
り
組
ん
で
き
た
、
相
談
支
援
や
研
修
会
、

戸
惑
っ
た
こ
と
や
失
敗
事
例
な
ど
を
伝
達
し
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。 1 

取
組
の
ね
ら
い

　

2
日
間
に
亘
り
、
実
務
を
伝
え
る
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
障
害
者

芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援
事
業
の
要
で
あ
る
相
談
支
援
を
中
心
に
、

協
力
委
員
会
の
機
能
や
参
加
型
展
示
会
を
開
催
す
る
意
義
、
創
作
活

動
に
か
か
わ
る
権
利
保
護
の
研
修
会
、
平
成
29
年
度
よ
り
実
施
し
た

舞
台
芸
術
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
事
例
に
基
づ
き
説
明
し
ま
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
ご
と
に
情
報
交
換
を
行
い
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
み
を
基
に
各
県
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
運
営
が
で
き
る
か
を
協
議

し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
特
に
相
談
の
窓
口
が
明
確
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
個
別
的
な
も
の
か
ら
団
体
間
の
も
の
ま
で
時
に
は
福

祉
の
文
脈
を
超
え
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
届
い
て
い
る
こ
と
を
伝

達
し
ま
し
た
。
受
け
止
め
た
相
談
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
で
、
障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
が
よ
り
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

2 
実
施
内
容

県
域
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
て
の
実
地
研
修
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あ
る
絵
に
対
し
て
自
分
の
為
に
コ
レ
ク
タ
ー
が
評
価
す
る
基
準
と
、
商
品

利
用
の
為
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
評
価
す
る
基
準
が
異
な
る
よ
う
に
、
誰
が
何
の

た
め
に
行
う
か
は
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
本
事
業

で
は
作
品
で
は
な
く
、
表
現
が
生
ま
れ
る
環
境
に
絞
り
評
価
の
あ
り
方
を
考

え
ま
し
た
。

評
価
の
方
向
性

 

2
0
0
8
年
よ
り
重
度
の
知
的
障
害
の
あ
る
「
久
保
田
壮
」
と
い
う
個
人
を
全

面
的
に
肯
定
す
る
こ
と
を
出
発
点
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
り
上
げ
た
公
共
文
化
施
設

「
た
け
し
文
化
セ
ン
タ
ー
」
を
展
開
。
個
人
の
「
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
き
る
熱

意
」
を
、
文
化
創
造
に
つ
な
が
る
最
も
重
要
な
柱
と
し
て
捉
え
る
。
こ
れ
ま
で

に
利
用
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
関
係
性
を
展
示
し
た
「
佐
藤
は
見
た
!
!
!
!
!
!
」

や
、
福
祉
施
設
を
観
光
地
と
捉
え
、
様
々
な
人
に
滞
在
し
て
も
ら
う
「
タ
イ
ム
ト

ラ
ベ
ル
1
0
0
時
間
ツ
ア
ー
」
を
行
う
な
ど
、
既
存
の
福
祉
と
ア
ー
ト
の
枠
に

収
ま
ら
な
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
調
査
先
に
つ
い
て

N
P
O
法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ

　

入
試
の
よ
う
に
評
価
の
結
果
か
ら
優
劣
を
つ
け
る
た
め
に
使
用
す
る
の
で

は
な
く
、
活
動
を
行
う
人
た
ち
自
身
が
、
自
分
た
ち
の
理
想
に
対
し
て
現
在

の
状
況
を
確
認
で
き
る
、
自
己
評
価
を
行
え
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
事
業
で
は
現
場
に
お
け
る
自
己
評
価
ツ
ー
ル
の
作
成

を
長
期
的
目
標
と
し
、
今
年
度
は
評
価
軸
を
考
え
る
基
礎
調
査
と
し
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
内
で
先
進
的
に
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
施
設
へ
訪
問
を
行
い
ま
し

た
。

目
的
と
概
要
『
誰
が
何
の
た
め
に
行
う
か
？
』

表
現
活
動
に
お
け
る

環
境
の
評
価
に
つ
い
て

　

３
日
目
の
彼
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
貼
っ
て
い
た
テ

ー
プ
を
剥
が
し
、
今
度
は
棒
に
巻
き
つ
け
ま
し

た
。
そ
の
上
に
黄
色
い
テ
ー
プ
も
巻
き
つ
け
て

剣
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
ま
し
た
。
銀
色
の
テ

ー
プ
は
す
っ
か
り
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

多
様
な
表
現
が
生
ま
れ
る
要
因
と
し
て
、
印
象
的
で
あ
っ
た
日
常
の
風
景

の
様
子
と
、職
員
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
3
つ
の
項
目
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

訪
問
調
査
を
通
し
て
の
結
果
と
考
察

　

福
祉
施
設
に
3
日
間
の
滞
在
を
行
い
、
シ
ャ
ド
ウ
ウ
イ
ン
グ
と
職
員
へ
の
聞
き

取
り
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ャ
ド
ウ
ウ
イ
ン
グ
：
環
境
の
中
で
起
こ
っ
た
出
来
事
を
時
系
列
に
記
述
し
て
い

く
観
察
方
法
。

訪
問
調
査
概
要

日　

程
：
2
0
1
7
年
9
月
6
〜
9
日

調
査
員
：
角
地
智
史
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　

大
桒
裕
美
子
/
伊
藤
愛
（
あ
い
ち
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）

　

２
日
目
。
ガ
ム
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
た

彼
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う

な
も
の
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
前
日
に

柱
に
巻
き
つ
け
た
ガ
ム
テ
ー
プ
を
剥
が
し

て
ロ
ボ
ッ
ト
に
貼
り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
。
施
設
の
終
業
時
間
近
く
に
な
っ

て
、
柱
に
豪
快
に
ガ
ム
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け

始
め
た
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
は
特
に
と
め
る
こ
と
な
く
淡
々
と
掃

除
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

シ
ャ
ド
ウ
ウ
イ
ン
グ
を
通
し
て
印
象
的
だ
っ
た
風
景 

そ
の
1
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僕
は
僕
自
身
も
楽
し
く
い
た
い
な
と
い
う
の
を
い
つ
も
思
っ
て
い

る
。
と
は
い
え
、利
用
者
さ
ん
は
お
金
を
払
っ
て
い
る
わ
け
な
の
で
、

僕
や
僕
以
外
も
楽
し
く
い
た
い
な
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
障
害
特
性
は
最
低
限
の
知
識
は
あ
る
。
一
方
で
利
用
者
さ
ん
に
対

し
て
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
友
達
だ
っ
て
い
う
感
覚
も
あ
り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
佐
藤
さ
ん
か
ら
の
言
葉

ス
タ
ッ
フ
水
越
さ
ん
か
ら
の
言
葉

　

あ
る
時
、
久
保
田
さ
ん
か
ら
と
こ
と
ん
（
一
人
の
メ
ン
バ
ー
に
）

付
き
合
っ
て
い
い
よ
と
言
わ
れ
て
、
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
て
、
一

人
の
メ
ン
バ
ー
の
や
り
た
い
こ
と
に
と
こ
と
ん
付
き
合
い
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
た
く
さ
ん
の
電
化
製
品
を
持
っ
て
散
歩
し
た
い
と
い
う

メ
ン
バ
ー
お
が
ち
ゃ
ん
の
思
い
に
向
き
合
う
中
で
、
台
車
に
も
の
を

積
み
上
げ
て
散
歩
す
る
形
に
発
展
。
い
つ
し
か
「
お
が
台
車
」
と
呼

ば
れ
る
名
物
行
事
に
な
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
も
毎
回
ど
ん
な
形
に
積
み

あ
が
る
の
か
楽
し
み
だ
と
の
こ
と
。

「
お
が
台
車
」

ス
タ
ッ
フ
夏
目
さ
ん
か
ら
の
言
葉

　

結
論
を
出
さ
な
く
て
も
い
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
い

う
、
ま
ず
話
が
最
後
ま
で
聞
い
て
く
れ
る
場
所
。
レ
ッ
ツ
は
私
に
と

っ
て
の
リ
ア
ル
に
近
い
そ
ん
な
場
所
で
し
た
。

　

参
加
者
同
士
が
“
対
話
”
す
る
会
。
他
人
の

考
え
に
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
る
。
そ
こ
に
い
る

こ
と
（
た
と
え
声
を
発
し
な
く
て
も
）
も
含
め

て
の
対
話
の
場
。
月
に
一
度
開
催
さ
れ
、
施
設

職
員
や
メ
ン
バ
ー
、
一
般
の
人
も
参
加
し
て
一

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

「
か
た
り
の
ヴ
ぁ
」

　

一
つ
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
ス
タ
ッ
フ
の
行
動
を
促
し
て
い
く

の
で
は
な
い
施
設
長
の
姿
勢
と
、
ス
タ
ッ
フ
ひ
と
り
ひ
と
り
が

自
分
の
興
味
や
欲
求
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
、
施
設
、

社
会
と
の
間
で
何
が
で
き
る
の
か
を
探
し
て
い
る
姿
勢
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
独
特
で
力
強
い
企
画
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ
と

　

こ
の
場
所
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
排
除

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と
ス
タ

ッ
フ
も
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
く
な
る
。
ル

ー
ル
を
決
め
て
し
ま
う
と
守
れ
な
い
人
が
出
て
く
る
の
で
、
折
り
合

い
を
つ
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
。
け
れ
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
で
折

り
合
い
を
つ
け
る
と
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
混
沌
と
し
て
き
ま
す
。

施
設
長
の
久
保
田
翠
さ
ん
の
言
葉

　

新
潟
県
内
で
事
業
所
内
に
ア
ト
リ
エ
の
あ
る
『
ロ
ン
グ

ラ
ン
』
へ
訪
問
し
、
そ
の
創
作
環
境
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
特
性
に
合
わ
せ
た

作
業
時
間
や
席
の
工
夫
を
行
い
、
個
々
が
集
中
し
て
創
作

に
向
き
合
え
る
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
描
い
た
絵
を
生
か
し
た
商
品
販
売

や
絵
の
貸
し
出
し
を
通
し
て
、
利
用
者
の
工
賃
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
訪
問
調
査

社
会
福
祉
法
人 

ロ
ン
グ
ラ
ン

日　

程
：

2
0
1
7
年
9
月
6
〜
9
日

調
査
員
：

角
地
智
史
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ

ー
）

本
間
友
一
郎
（
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
）

　

高
橋
舞
さ
ん
は
、
施
設
に
あ
る
物
を
ガ
ム
テ
ー
プ
で
何
重
に
も
貼

り
込
ん
で
い
く
行
為
を
行
っ
て
い
ま
す
。
木
彫
り
の
熊
や
、
木
材
、

剥
製
の
キ
ジ
ま
で
様
々
な
も
の
を
貼
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
作

品
は
こ
れ
ま
で
公
募
展
（
ポ
コ
ラ
ー
ト
）
に
入
選
す
る
な
ど
の
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
高
橋
さ
ん
の
姿
を
真
似
て
、
メ
ン
バ
ー

の
一
人
が
高
橋
さ
ん
の
作
品
に
ガ
ム
テ
ー
プ
を
さ
ら
に
貼
り
始
め
ま

し
た
。
き
っ
ち
り
と
貼
ら
れ
て
い
た
作
品
の
上
に
、
ま
ば
ら
に
テ
ー

プ
が
貼
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
高
橋
さ
ん
は
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い

ま
し
た
が
、
特
に
気
に
留
め
な
い
様
子
。
職
員
は
「
貼
り
が
甘
い
よ

～
」
と
コ
メ
ン
ト
。
し
ば
ら
く
し
て
メ
ン
バ
ー
は
気
が
済
ん
だ
の
か

高
橋
さ
ん
に
作
品
を
返
し
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
何
を
言
う
訳
で
も

な
く
そ
の
上
か
ら
テ
ー
プ
を
ま
た
貼
り
始
め
ま
し
た
。

シ
ャ
ド
ウ
ウ
イ
ン
グ
を
通
し
て
印
象
的
だ
っ
た
風
景 

そ
の
2

 

高
橋
さ
ん
が
ガ
ム
テ
ー
プ
で
も
の
を
覆
っ
て
し
ま
う

行
為
は
、
既
存
の
も
の
を
壊
し
て
い
る
と
も
、
新
し
い

立
体
を
造
っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
ま
た
、
壁
面
の

い
た
る
と
こ
ろ
に
描
か
れ
た
絵
に
つ
い
て
も
、
壁
が
汚

れ
た
と
も
、
作
品
が
生
ま
れ
た
と
も
言
え
ま
す
。
何
か

の
行
為
の
結
果
に
対
し
て
、
い
か
に
判
断
を
ど
う
行
う

の
か
で
、
そ
れ
が
創
ら
れ
た
と
も
壊
さ
れ
た
と
も
言
え

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

レ
ッ
ツ
で
は
そ
の
行
為
の

結
果
に
焦
点
を
当
て
ず
、
そ
の
人
が
や
り
た
い
こ
と
を

や
っ
て
い
た
の
か
？
や
り
き
れ
て
い
た
の
か
？
と
い
う

過
程
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
結
果
を

問
わ
な
い
姿
勢
が
あ
る
創
作
の
現
場
だ
か
ら
こ
そ
、
生

み
出
さ
れ
る
表
現
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

２
つ
の
風
景
か
ら
わ
か
る
環
境
の
特
徴

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
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今
回
で
3
回
目
と
な
っ
た
新
潟
県
上
越
市
で
の
展
示
会
。
過

去
2
回
は
、
日
本
を
代
表
す
る
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
品
を

一
堂
に
集
め
た
展
示
会
で
し
た
。
新
た
な
挑
戦
が
求
め
ら
れ
る

今
回
の
展
示
会
で
は
、
次
の
3
つ
を
企
画
の
ポ
イ
ン
ト
に
、
地

域
の
人
と
文
化
を
巻
き
込
む
“
参
加
型
展
示
会
”
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

①
展
示
作
業
や
作
品
説
明
は
、
作
家
本
人
や
家
族
・
施
設
職
員

に
参
加
し
て
も
ら
い
一
緒
に
展
示
会
を
作
る

②
地
域
で
受
け
継
が
れ
る
町
家
や
盲
目
の
女
旅
芸
人
「
瞽
女
」

の
文
化
を
取
り
入
れ
た
企
画
に
す
る

③
作
品
展
示
の
他
に
、
障
害
者
も
健
常
者
も
共
に
楽
し
め
る
関

連
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
す
る

《
全
体
趣
旨
》

　
「
今
回
は
、
作
家
本
人
や
家
族
・
施
設
職
員
、
障
害
者
ア
ー
ト

に
興
味
の
あ
る
方
に
、
展
示
作
業
や
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
作
り
、
お

客
様
へ
の
作
品
説
明
も
体
験
し
て
も
ら
っ
て
、
み
ん
な
で
作
り

上
げ
る
展
示
会
に
し
た
い
よ
ね
」
…
…
、
そ
ん
な
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
か
ら
“
参
加
型
展
示
会
”
の
企
画
づ
く
り
は
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
11
月
の
展
示
会
に
向
け
て
、
セ
ミ
ナ
ー
1
回
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
5
回
を
企
画
。
7
月
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
障
害
の
あ
る

方
の
創
作
活
動
を
支
援
す
る
意
義
を
伝
え
、
そ
の
参
加
者
の
中

で
、
展
示
会
で
作
品
を
展
示
し
て
み
た
い
！
と
い
う
方
か
ら
8

月
以
降
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

展
示
会
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー

＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

家
家
、
ま
ち
ま
ち
、
見
え
な
い
こ
と
が
ら

あ
た
り
前
で
す
が
、
家
に
は
た
く
さ
ん
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

た
ま
に
、
押
入
れ
の
中
か
ら
と
り
出
し
て
見
て
み
る
と
、

あ
の
子
か
ら
も
ら
っ
た
、
と
か
、
苦
労
し
て
つ
く
っ
た
、
と
か

じ
ん
わ
り
と
そ
の
時
の
気
持
ち
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

（
捨
て
ら
れ
な
い
も
の
の
自
慢
話
を
聞
き
た
い
！
）

あ
た
り
前
で
す
が
、
町
に
も
た
く
さ
ん
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
と
、
そ
の
町
を
一
緒
に
歩
く
と
、

昔
こ
こ
は
川
だ
っ
た
、
と
か
、
こ
の
親
父
に
怒
ら
れ
た
、
と
か

頼
ま
な
く
て
も
色
々
な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

（
瞽
女
を
ご
ぜ
と
呼
ぶ
こ
と
を
知
り
ま
し
た
！
）

高
田
と
い
う
町
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
い
て
、

こ
の
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

見
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
こ
と
か
ら

こ
れ
何
？
と
つ
い
つ
い
聞
き
た
く
な
る
よ
う
な
、

こ
れ
ね
ー
と
つ
い
つ
い
話
し
た
く
な
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
本
展
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

角
地
智
史
）

概要
【日時】平成 29 年 11 月 18 日～ 23 日
　　　　10：00 ～ 17：00

【会場】
 ・作品展示：町家交流館高田小町・旧今井染物屋
　　　　　　瞽女ミュージアム高田
 ・プレ展示：あすとぴあ高田
 ・映画上映：高田世界館

【主催】社会福祉法人みんなでいきる
【共催】上越市・上越市教育委員会
【後援】NPO 法人くびき野サポートセンター
【助成】（公財）新潟県文化振興財団助成事業
　　　　県民たすけあい基金助成事業

　

そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
創
作
活
動
。
な
ぜ
作

っ
て
い
る
の
か
は
作
者
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
多
く
の
作
者
と
出

会
う
中
で
、
全
く
別
の
場
所
で
似
た
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
作
っ

て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
高
田
小
町
の
会
場
で

は
、
一
つ
の
町
家
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
気
持
ち
が
少
し
ず

つ
重
な
る
よ
う
に
作
品
を
並
べ
ま
し
た
。

　

作
家
は
、
昨
年
ま
で
の
事
業
で
作
品
調
査
を
し
た
新
潟
県
内
の
10

名
と
、
今
年
度
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
調
査
を
行
っ
た
富
山
・

石
川
・
愛
知
県
の
4
名
、
そ
し
て
全
国
障
害
者
芸
術
文
化
祭
の
サ
テ

ラ
イ
ト
展
示
と
し
て
奈
良
よ
り
1
名
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

展示会場：町家交流館高田小町

地域の人と文化をみつめる

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
品
展
示

展
示
会
場
：
町
家
交
流
館
高
田
小
町

　上越の町を巡りながら
作品鑑賞できるように、
最大で4会場同時に作品
展示をしました。作家
の内訳は39名のうち県内
作家が34名で、作品総数は約
1,300点。会期中には、バリアフリー活弁士を招いての映画上映
や作家自身が登場するライブペイント、全盲のシンガー・ソング
ライターのコンサートなど、障害のある人もない人も一緒に楽し
めるイベントも開催し、福祉業界以外の集客を図りました。
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江
戸
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た
町
家
が
会
場
。
こ
こ
で

は
、
21
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
参
加
型
展
示
会
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん
を
中
心
に
23
名
の
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。
1
5
0
年
の
歴
史
を
刻
む
町
家
と
障
害

あ
る
方
の
個
性
豊
か
な
作
品
が
想
像
以
上
に
マ
ッ
チ
し

て
、
来
場
か
ら
も
非
常
に
良
い
空
間
だ
っ
た
と
い
う
声
を

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
ち
よ
り
作
品
展
示

展
示
会
場
：
旧
今
井
染
物
屋

　

か
つ
て
上
越
の
地
で
生
活
し
て
い
た
盲
目
の
女
旅
芸
人

“
高
田
瞽
女
”
の
文
化
を
伝
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
会
場

に
、
「
大
地
の
芸
術
祭
」
や
「
水
と
土
の
芸
術
祭
」
な
ど

で
精
力
的
に
作
品
を
発
表
し
て
い
る
注
目
の
現
代
美
術

家
・
関
根
哲
男
氏
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
見
る
だ
け

で
な
く
、
実
際
に
触
り
な
が
ら
作
品
を
鑑
賞
で
き
る
関
根

さ
ん
の
作
品
。
目
の
不
自
由
な
方
に
も
作
品
を
鑑
賞
し
て

い
た
だ
け
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

11
月
18
・
19
日
の
み

展
示
会
場
：
瞽
女
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
高
田

見
る
／
触
れ
る
作
品
展
示

盲目の女旅芸人“高田
瞽女”に関する資料や
記録映像などを展示。
建物は有形登録文化財
に指定されている町家

瞽女ミュージアム高田

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
優
れ
た
作
品
よ
り

も
個
人
と
し
て
面
白
い
作
品
を
持
っ
て
き
て
も

ら
い
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
作
品
に
込
め
る

想
い
を
伝
え
、
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。
作
品

の
魅
力
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
発
見
し
、
展

示
会
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
作
り
や
展
示
方
法
の
ヒ

ン
ト
や
ア
イ
デ
ア
を
得
る
時
間
に
な
り
ま
し

た
。 一

緒
に
展
覧
会
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

参
加
型
展
覧
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

日
常
の
出
来
事
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
材
料
に
、
読
み

札
と
絵
札
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
展
示
会
で
は
、
作

品
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
作
者
や
創
作
過
程

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
作
品
を
「
か
る
た
」
で
表
し
た
ら
背
景
に
あ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
伝
え
ら
れ
る
の
で
は
？ 

そ
ん
な
ア
イ
デ
ア
か

ら
妄
想
か
る
た
を
全
員
で
体
験
。
展
示
会
初
日
は
、
会
場

で
も
妄
想
か
る
た
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
一
般

の
お
客
様
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　

回
目　
10
／
1
開
催

「
幻
聴
妄
想
か
る
た
を
楽
し
む
会
」

　

参
加
者
が
も
ち
よ
っ
た
「
捨
て
ら
れ
な
い
も
の
」
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
聴
き
、
素
敵
だ
な
！
と
思
っ
た
こ
と
を
表
彰

状
に
書
い
て
渡
す
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
表
彰
状
を

も
ら
う
と
い
う
出
来
事
は
、
作
品
だ
け
で
な
く
、
創
作
に

励
む
作
家
の
日
々
の
姿
、
創
作
を
支
え
る
人
の
在
り
様
を

ま
る
ご
と
讃
え
る
時
間
と
な
り
、
表
彰
状
を
も
ら
い
な
が

ら
涙
ぐ
む
人
も
い
ま
し
た
。

　
　

回
目　
9
／
16
開
催

「
捨
て
ら
れ
な
い
も
の
を
自
慢
す
る
会
」

　

会
場
の
机
の
上
に
は
、
家
や
施
設
で
保
管
さ
れ
て
い
た

作
品
が
ず
ら
り
。
作
品
を
持
参
し
た
人
が
一
人
ず
つ
思
い

を
込
め
て
作
品
を
説
明
。
聞
く
人
た
ち
は
、
気
に
な
っ
た

点
や
、
素
敵
だ
な
と
思
っ
た
こ
と
を
メ
モ
し
、
そ
れ
を
参

考
に
作
品
の
“
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
”
を
書
き
、
説
明
し

た
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
同
じ
作
品
で
も
十
人
十
色
の
感
じ

方
が
あ
り
、
個
人
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
作
品
の
魅
力
を

発
見
す
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
も
ら
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
、
展
示
会
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
作
り
に
も
役
立
っ

た
よ
う
で
す
。

　
　

回
目　
8
／
25
開
催

「
た
く
さ
ん
作
っ
た
も
の
を
持
ち
よ
る
会
」

　

「
そ
れ
、
う
ち
の
息
子
が
描
い
た
ん
で
す
…
…
」
。
作

品
を
見
て
い
る
来
場
者
に
話
か
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参

加
者
。
展
示
会
初
日
と
翌
日
は
、
自
分
が
展
示
し
た
作
品

の
前
に
立
ち
、
作
品
ガ
イ
ド
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
来
場
者
へ
の
声
か
け
に
躊
躇
す
る
様
子
で
し
た

が
、
4
人
5
人
と
続
け
る
う
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
質
問
を
し

て
く
る
お
客
様
も
。
ガ
イ
ド
す
る
声
に
も
熱
が
入
り
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
と
お
客
様
の
間
で
、
障
が
い
者
理

解
に
繋
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
手
応
え

が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

回
目　
11
／
18
・
19
開
催

「
目
が
も
の
を
い
う
会
」

展
示
会
が
終
わ
っ
て
2
週
間
後
、
参
加
し
た
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
そ
し
て
展
示
会
を
振

り
返
り
、
感
想
を
共
有
し
ま
し
た
。
感
想
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　
　

回
目　
11
／
17
開
催

「
も
の
を
並
べ
る
会
」

　

展
示
会
前
日
。
こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
蓄
積

し
た
作
品
の
魅
力
を
表
現
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
や
メ
モ
を
参

考
に
、
各
自
が
自
宅
や
施
設
で
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
手
作
り

し
持
参
。
自
分
の
作
品
を
手
に
持
ち
な
が
ら
、
ど
う
飾
っ

た
ら
一
番
魅
力
的
に
見
え
る
か
？
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
3
時
間
4
時
間
と
納
得
い
く
ま
で
展
示
作
業
は
続
き

ま
し
た
。
「
も
う
ヘ
ト
ヘ
ト
…
…
」
と
言
い
つ
つ
、
満
足

い
く
展
示
が
で
き
た
！
と
い
う
達
成
感
を
み
ん
な
で
共
有

で
き
た
搬
入
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

回
目　
12
／
8
開
催

「
会
を
ふ
り
か
え
る
会
」

◎キャッチフレーズを書いたり・書いてもらったりしたことで、色
んなキーワードもらった。質問の糸口もできたし、自分でキャッチ
コピーを書く時にも作者の略歴で終わらず、親しみがわく内容を書
くことができた。
◎ワークショップがあったからこそ、作品のこういうところもおも
しろがっていいんだ！と思えて、展示する時の励みになった。
◎展示作業は、その場で半日悩んだ。お任せ状態で誰もアドバイス
くれない……と思ってたが、最後は一人でやるしかない！と思って
展示したので、完成した時は達成感があった。
◎自分たちで展示する機会があったことで、みなさんと話ができて
楽しかった。障がい者アートで繋がり、ネットワークをつくること
ができたことが一番良かった。
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「
自
然
を
写
す
紙
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
表
現
素
材
と
し
て
の

和
紙
の
可
能
性
を
探
求
し
て
い
る
和
紙
作
家
と
障
害
者
の
コ
ラ

ボ
イ
ベ
ン
ト
。
描
き
手
の
保
苅 

彰
さ
ん
は
、
幼
い
頃
か
ら
一

貫
し
て
“
侍
”
を
モ
チ
ー
フ
に
絵
を
描
き
続
け
て
い
ま
す
。
筆

と
墨
で
描
く
作
品
が
多
く
、
初
め
て
の
挑
戦
と
な
っ
た
和
紙
と

の
相
性
も
抜
群
で
、
次
か
ら
次
へ
と
絵
筆
が
進
み
、
和
紙
と
ア

ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
が
融
合
し
た
味
わ
い
豊
か
な
作
品
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

11
月
19
日　

10
：
00
～
12
：
00

会
場
：
旧
今
井
染
物
屋

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト

バリアフリー活弁士
檀 鼓太郎（だん こたろう）

　

展
示
会
の
P
R
を
兼
ね
て
、
高
田
駅
近

く
の
文
化
交
流
施
設
で
プ
レ
展
示
を
開

催
。
通
り
に
面
し
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
ホ
ー

ル
に
、
段
ボ
ー
ル
に
描
か
れ
た
作
品
を
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
積
み
上
げ
て
展
示
し

ま
し
た
。
侍
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
作
品
は
迫
力
満
点
で
、
通
り
を
歩

く
方
々
は
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
向
こ
う
に
何

が
置
い
て
あ
る
ん
だ
ろ
う
？
と
興
味
津
々

に
ホ
ー
ル
の
中
へ
と
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

っ
た
よ
う
で
す
。

11
月
2
日
～
19
日

展
示
会
場
：
あ
す
と
ぴ
あ
高
田
1
F

ま
ち
な
か
展
示

　

今
年
で
築
1
0
7
年
と
な
る
日
本
最
古

級
の
映
画
館
「
高
田
世
界
館
」
で
、
国
内

外
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
賞
を
総
な

め
に
し
た
『
阿
賀
に
生
き
る
』
を
“
活
弁

士
”
付
き
で
上
映
し
ま
し
た
。
サ
イ
レ
ン

ト
映
画
の
時
代
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
あ
わ
せ

て
映
画
の
説
明
を
し
た
の
が
活
弁
士
。
近

年
で
は
、
視
覚
障
害
者
向
け
に
映
画
・
演

劇
・
プ
ロ
レ
ス
な
ど
の
場
面
解
説
を
実
況

で
行
う
『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
活
弁
士
』
と
い

う
職
業
が
あ
り
、
今
回
は
、
そ
の
第
一
人

者
で
あ
る
檀　

鼓
太
郎
さ
ん
を
招
い
て
上

映
し
ま
し
た
。

映
画
上
映　

活
弁
士
付
き
！

11
月
18
日　

14
：
00
～
16
：
15

会
場
：
高
田
世
界
館

『
阿
賀
に
生
き
る
』

　

東
京
都
の
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
に

集
ま
る
人
た
ち
が
、
自
ら
の
幻
聴
や
妄
想
の
体
験
を
も
と
に
作

っ
た
『
幻
聴
妄
想
か
る
た
』
。 

当
日
は
、
来
場
さ
れ
た
様
々

な
方
と
展
示
会
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
な
っ
て
『
幻
聴
妄
想
か
る

た
』
大
会
で
遊
ん
だ
り
、
参
加
者
が
自
分
の
近
況
や
体
験
を
題

材
に
、
読
み
札
や
絵
札
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
ま
し

た
。 ワ

ー
ク
シ
ョッ
プ

11
月
18
日　

11
：
00
～
／
13
：
30
～
／
15
：
00
～

会
場
：
旧
今
井
染
物
屋

幻
聴
妄
想
か
る
た
で

遊
ぼ
う
！
作
ろ
う
！

佐藤ひらり
筑波大学付属視覚特別支援学校・高等部音楽科一年在学中。

瞽女唄：萱森直子（かやもり なおこ）
「最後の瞽女」故小林ハルに師事、最後の弟子とな
る。同時に高田瞽女・故杉本シズにも教えを受け、長
岡・高田両系統の瞽女唄を直接伝授された唯一の伝承
者として後進の指導のかたわら全国各地で多数公演。

踊り：堀川久子（ほりかわ ひさこ）
1978年即興のための覚醒身体を求め、田中泯のワーク
ショップに参加、師事。1998年新潟に移住。新潟を拠
点に、場所に生きる踊りを模索。独舞を中心にワーク
ショップをヨーロッパ各地でも展開。

　

2
0
1
3
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ポ
ロ
シ
ア
タ
ー
の
音
楽
イ

ベ
ン
ト
『
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ナ
イ
ト
』
に
挑
戦
し
、
ウ
ィ
ー
ク
リ

ー
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
、
新
潟
県
出
身
の
全
盲
の
シ

ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
佐
藤
ひ
ら
り
さ
ん
が
登
場
。
来
場

者
の
中
に
は
、
ひ
ら
り
さ
ん
の
歌
が
聞
き
た
く
て
展
示
会
に
来

た
と
い
う
方
も
。
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
国
会
斉
唱
す
る
こ
と
が
夢
と
い
う
彼
女
の
歌
声

は
、
聴
く
人
一
人
ひ
と
り
の
心
に
染
み
わ
た
り
感
動
の
空
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

11
月
19
日　

13
：
00
～

会
場
：
旧
今
井
染
物
屋

コ
ン
サ
ー
ト

全
盲
の
シ
ン
ガ
ー・ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

か
つ
て
上
越
の
地
で
生
活
し
て
い
た
盲
目
の
女
旅
芸
人
“
高

田
瞽
女
”
の
風
土
や
精
神
性
を
、
瞽
女
唄
と
踊
り
二
人
の
演
者

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
表
現
。
展
示
会
場
で
あ
る
町
家
の

中
で
、
来
場
者
と
近
距
離
で
瞽
女
唄
と
踊
り
を
展
開
し
た
こ
と

で
、
「
劇
場
な
ど
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
特
別
な
雰
囲
気
を
味
わ

い
ま
し
た
」
と
い
う
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
月
23
日　

13
：
30
～

場
所
：
高
田
小
町
・
旧
今
井
染
物
屋

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

高
田
を
巡
る
瞽
女
唄
と
踊
り
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　今回インターンシッププログラムに参加し、作品の展示
と来てくださった方々との交流を通じて、アール・ブリュ
ットは本当に人と人とを近づけることができるものなのだ
と、実感しました。障害を持っている人も持っていない人
も、芸術に興味のある人もそうでない人も、作品を通じて、
なんかすごい！と思えるのがアール・ブリュットの魅力で、
私もそう思った人間の１人です。今回の展示会では、そう
思ってくださった方々を間近で見ることができ、とても嬉
しく感じました。作品を作っているご本人様も、そのご家
族も、そして何よりそれを理解し広めようとしているみな
さまが、私にはとても素敵に見えました。今回の展示会を
通じ、私自身が、まだ見たことのない作品をもっと見たい
と感じましたし、アール・ブリュットの存在を知らない人
にも是非知ってほしい、と心の底から思います。たくさん
の笑いと感動をいただきました。貴重な経験をする機会を
いただき、本当にありがとうございました。是非また機会
があれば、みなさまと一緒にアール・ブリュットに関わる
ことができたら嬉しいです。

※一部抜粋参加学生から届いたお礼状より

　今回の展示会では、企画の方向性や展示会として正しい伝え方ができ
ているか？について、客観的な評価をもらい今後の企画運営に役立てると
いう目的で、評価者を依頼し様々な視点から的確なアドバイスをいただきま
した。その一部をご紹介します。

展示会評価者の声

作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
に
力
作
揃
い
だ
っ
た
。
小
さ
な
毎
日
の
作
業
が
一
つ
の
作

品
に
な
っ
て
い
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
が
充
分
に
出
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
自

分
の
こ
だ
わ
り
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
だ
が
、
技
術
的
に
も
優
れ
て

い
て
驚
い
た
。
小
さ
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
そ
れ
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
強
さ
が

あ
る
。
こ
う
い
う
作
品
が
ど
ん
ど
ん
出
て
来
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
。
素
晴
ら

し
い
。
新
し
い
地
域
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
ま
た
違
っ
た
作
品
に
も
出
会
え
た
。

展
示
に
つ
い
て
は
、
会
場
で
あ
る
『
町
家
交
流
館
高
田
小
町
』『
旧
今
井
染
物

屋
』
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
展
示
の
方
向
性
が
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
い
て
良
か
っ

た
と
思
う
。
た
だ
『
旧
今
井
染
物
屋
』
の
作
品
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た

方
々
が
自
ら
展
示
し
た
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
に
作
品
を
選
び
展
示
の
仕
方
を
決

め
た
の
か
、ま
た
自
主
展
示
に
向
け
て
の
「
捨
て
ら
れ
な
い
も
の
を
自
慢
す
る
会
」

な
ど
は
ど
ん
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
の
か
？ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
自
主

展
示
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
会
場
の
ど
こ
か
に
表
さ
れ
て
い
て
も
い
い
よ
う
に
思
っ

た
。『
高
田
小
町
』
の
障
子
を
薄
く
し
た
よ
う
な
し
き
り
は
、
空
間
の
広
が
り
を

感
じ
さ
せ
て
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
う
。
展
示
さ
れ
て
い
た
作
品
群
は
そ
れ
ぞ
れ

と
て
も
力
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
丁
寧
に
見
よ
う
と
す
る
と
大
変

時
間
が
か
か
る
。
な
に
か
い
い
方
法
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
と
も
思
っ
た
。

私
達
は
作
品
群
の
何
に
感
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
け
っ
し
て
、
障
害
者

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。純
粋
さ
や
集
中
力
の
高
さ
だ
け
で
は
な
い
。

私
達
が
見
過
ご
し
て
い
る
よ
う
な
毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
が
そ
こ
に
は
散
り

ば
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。結
果
を
求
め
る
よ
う
な
暮
ら
し
の
中
に
な
い
、

幾
通
り
も
の
道
に
出
会
い
な
が
ら
、
そ
の
行
為
を
獲
得
し
て
い
っ
て
い
る
そ
の
時

間
、
過
程
が
と
て
も
貴
重
な
の
だ
と
思
う
。
も
っ
と
人
々
に
こ
の
催
し
が
知
ら
れ

て
い
い
。
そ
し
て
い
ろ
ん
な
場
所
、
民
間
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
一
般
の
学
校
な
ど
と

の
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
っ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
う
。

ダ
ン
サ
ー　

堀
川 

久
子

展
示
会
評
価
者
の
声

「
生
活
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
作
家
た
ち
が
各
々
の
暮
し
の

中
で
ど
の
よ
う
な
目
的
で
ど
の
よ
う
に
制
作
し
て
い
る
の
か
を
辿
り

な
が
ら
展
示
し
て
い
る
。
展
示
会
場
も
、
か
つ
て
人
が
「
生
活
」
を

し
て
い
た
町
家
を
使
用
し
て
お
り
、
建
物
の
雰
囲
気
を
活
か
し
な
が

ら
作
者
の
生
活
感
や
息
遣
い
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
展
示
が
さ
れ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
あ
る
。

『
町
家
交
流
館
高
田
小
町
』
の
展
示
室
で
は
絵
画
を
掛
け
、
ま
た

ゾ
ー
ニ
ン
グ
す
る
壁
面
に
半
透
明
の
農
業
資
材
の
不
織
布
を
使
用
し

た
襖
を
模
し
た
建
具
や
、
足
の
細
い
展
示
台
が
使
用
さ
れ
、
障
が
い

と
い
う
重
く
考
え
ら
れ
が
ち
な
要
素
を
視
覚
的
に
明
る
く
演
出
す
る

意
図
が
見
て
取
れ
秀
逸
で
あ
る
。「
も
ち
よ
り
作
品
展
示
会
場
」
と

さ
れ
た
『
旧
今
井
染
物
屋
』
は
、
靴
を
脱
い
で
和
室
に
設
置
さ
れ
た

作
品
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
か
ら
か
「
生
活
」
と
い
う
テ
ー

マ
を
よ
り
強
く
感
じ
る
展
示
で
あ
る
。
県
内
の
複
数
の
福
祉
施
設
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
な
が
ら
展
示
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
と
い
う

過
程
が
開
示
さ
れ
、
関
係
者
の
盛
り
上
が
り
や
楽
し
さ
が
展
示
に
顕

れ
て
い
る
。
こ
の
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
を
思
わ
せ
る
試
み
は
、
展
覧
会

と
い
う
形
式
が
内
包
し
て
い
る
「
見
せ
る
側
」
と
「
見
せ
ら
れ
る
側
」

の
主
従
関
係
を
問
い
直
す
と
同
時
に
、
障
が
い
者
の
芸
術
作
品
を
取

り
巻
く
評
価
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
全
盲
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
彼
女
の
「
新
潟
出
身
」「
全
盲
」
と
い
う
属
性

で
の
関
連
事
業
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
美
術
展
示
や
そ
の
他
の
関

連
事
業
に
比
べ
て
工
夫
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト

と
し
て
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

高
浜
市
や
き
も
の
の
里
か
わ
ら
美
術
館

教
育
研
究
課　

学
芸
員　

今
泉 

岳
大

展
示
会
評
価
者
の
声

　

ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
「
美
術
の
正
規
教
育
を
受

け
て
い
な
い
人
々
が
他
者
を
意
識
せ
ず
に
創
作
し
た
芸
術
」

を
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
呼
ん
だ
。
私
の
ク
ラ
ス
の
1
年

生
の
生
徒
た
ち
も
、
描
く
こ
と
や
作
る
こ
と
、
あ
る
い
は
踊

る
よ
う
に
体
を
動
か
す
こ
と
を
、
ま
る
で
呼
吸
す
る
よ
う
に

行
っ
て
い
る
。

　

A
さ
ん
が
、
授
業
そ
っ
ち
の
け
で
大
好
き
な
T
V
番
組

の
セ
リ
フ
や
県
内
各
地
の
地
名
に
書
き
連
ね
て
い
る
。
書
き

終
わ
る
と
、
A
さ
ん
の
大
切
な
も
の
が
詰
め
込
ま
れ
た
透
明

な
ビ
ニ
ー
ル
バ
ッ
グ
に
入
れ
ら
れ
る
。
B
さ
ん
は
、
入
学
当

初
、
慣
れ
な
い
学
校
生
活
へ
の
不
安
か
ら
教
室
で
か
た
ま
る

よ
う
に
動
か
な
い
で
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、

B
さ
ん
は
自
ら
い
ら
な
い
プ
リ
ン
ト
の
裏
面
に
、
文
字
の
よ

う
で
文
字
で
は
な
い
形
を
書
き
連
ね
て
い
く
。
き
っ
と
、
B

さ
ん
の
作
品
は
、
B
さ
ん
の
不
安
の
形
だ
。

　

A
さ
ん
も
B
さ
ん
も
、
学
校
で
は
ル
ー
ル
通
り
に
行
動
で

き
ず
、「
困
っ
た
子
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
視
点
で
見
れ
ば
、「
あ
ら
わ
す
行
為
に
没
頭

し
て
い
る
」
つ
ま
り
、「
今
を
生
き
て
い
る
」。
ア
ー
ル
・
ブ

リ
ュ
ッ
ト
と
い
う
概
念
が
あ
る
こ
と
で
、
改
め
て
、
子
ど
も

た
ち
の
人
間
と
し
て
の
魅
力
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
教
師
と
し
て
の
喜
び
で
あ
っ
た
。

長
岡
市
立
高
等
総
合
支
援
学
校　

教
諭　

峰
村 

恵
利
子

「
今
を
生
き
て
い
る
こ
と
」
に
気
づ
く
瞬
間

作家数 - 39 名 
・県内作家 34 名
・県外作家 5 名

来場者数

名

　

11
月
17
日
～
19
日
ま
で
3
日
間
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。大
学・短
大
含
め
て

9
名
の
学
生
が
参
加
。県
内
だ
け
で

な
く
、東
京
や
宮
城
の
大
学
か
ら
も

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、展
示
作
業
や
会
場
で
の
来
場
者

の
誘
導
や
作
品
説
明
、妄
想
か
る
た

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
進
行
サ
ポ
ー
ト
を

担
当
し
て
も
ら
い
、展
示
会
を
通
し

て
、福
祉
の
可
能
性
、ア
ー
ル・ブ
リ
ュッ

ト
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
機
会

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ト
･
キ
ャ
ン
プ
新
潟

と
共
催
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
公
開
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
『
あ
し
た
の
星
☆
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
舞
台
芸
術
に

取
り
組
む
の
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。

　

８
月
に
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
の
近
代

表
と
、
何
か
も
っ
と
障
害
の
あ
る
方
の
創

作
活
動
の
幅
が
広
が
る
取
り
組
み
を
し
た

い
よ
ね
と
雑
談
を
し
て
か
ら
、
事
業
の
実

施
ま
で
４
ヶ
月
。
協
力
し
て
く
れ
る
仲
間

が
徐
々
に
増
え
、
こ
ん
な
に
大
き
な
動
き

に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

創
作
活
動
の
多
様
性

　

た
ま
た
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
つ
け
た
チ
ラ
シ
。
そ

の
名
も
『
雑
多
な
音
楽
の
祭
典　

ス
タ
☆
タ
ン
！！
２
』
。
静

岡
県
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト

レ
ッ
ツ
さ
ん
が
実
施
し
て
い
る
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

す
。

　

圧
倒
的
な
そ
の
チ
ラ
シ
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
一
瞬
に
し
て
心

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
一
目
で
こ
れ
は
凄
い
！
、
全
て
を
受
け

て
と
め
る
力
が
あ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
自
分
た
ち
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
こ
れ
だ
と
。
近
代
表

か
ら
担
当
者
の
佐
藤
さ
ん
に
、
こ
の
企
画
を
少
し
参
考
に
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
を
行
い
た
い
と
打
診
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
佐
藤
さ
ん
か
ら
は
、
し
ば
し
の
沈
黙
…
が
続
く
こ
と
も

な
く
、
即
答
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
快
諾
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

雑
多
な
音
楽
の
祭
典　

ス
タ
☆
タ
ン
！！
２

　

こ
う
し
て
企
画
が
固
ま
っ
た
『
あ
し
た
の
星
☆
』
。
新
潟

県
庁
を
通
じ
て
チ
ラ
シ
の
デ
ー
タ
が
、
新
潟
県
内
の
指
定
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
流
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
並
行
し

て
、
新
潟
医
療
福
祉
大
学
の
西
川
准
教
授
と
学
生
の
方
々
、

ま
た
愛
宕
福
祉
会
ド
リ
ー
ム
カ
レ
ッ
ジ
国
兼
さ
ん
、
新
潟
市

の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
当
日
の
運
営
体
制
も
固
め
て
い
き

ま
し
た
。

　

申
込
締
切
が
近
づ
く
に
連
れ
、
申
し
込
み
窓
口
に
な
っ
た

近
代
表
に
は
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
ま
し
た
。

「
俺
、
歌
う
ん
で
。
そ
れ
じ
ゃ
。
※
氏
名
·
連
絡
先
不
明
」

「
か
け
も
ち
で
、
３
回
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
も
い
い
で
す

か
？
」

「
あ
り
の
ま
ま
の
生
き
恥
を
さ
ら
し
ま
す
。
」

「
審
査
員
の
方
に
会
い
た
い
の
で
出
演
し
ま
す
。
」

…
な
ど
な
ど
問
い
合
わ
せ
か
ら
し
て
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で

あ
り
カ
オ
ス
感
が
た
だ
よ
う
も
の
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

結
果
と
し
て
、
40
組
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
う
ち
18
組

の
出
演
が
決
ま
り
ま
し
た
。

あ
し
た
の
星
☆

　

当
日
は
、
出
演
者
・
参
加
者
あ
わ
せ
１
５
０
名
の
方
か
ら

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歌
、
ピ
ア
ノ
や
打
楽
器
の
演
奏
、

コ
ン
ト
、
ダ
ン
ス
、
独
舞
な
ど
本
当
に
独
創
的
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
全
体
も
、
じ
わ
じ

わ
と
自
然
と
湧
き
出
る
笑
い
や
感
動
に
包
ま
れ
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
一
体
感
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
言
葉
で
は
表
現
す

る
こ
と
が
難
し
い
素
敵
な
空
間
で
、
演
者
も
観
客
も
一
緒
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

見
事
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
ダ
ン
ス
を
披
露

し
た
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
タ
ー
＆
レ
イ
ン
ボ
ー
。
ダ
ン
ス
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
演
じ
た
あ
と
の
も
の
ま
ね
も
高
評
価
を
得
た

よ
う
で
す
。

　

今
回
の
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
分
か
っ
た
こ

と
は
大
き
く
３
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
潜
在
的
に
舞
台
を
通

じ
て
自
分
を
表
現
し
た
い
と
い
う
方
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
回
40
組
も
の
申
込
が
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の

表
れ
で
す
。

　

２
つ
目
は
申
込
の
際
の
配
慮
。
申
込
用
紙
を
一
般
的
な
も

の
に
し
て
し
ま
っ
た
た
め
舞
台
に
は
立
ち
た
い
の
に
、
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
書
け
な
い
と
い
う
方
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。
如
何
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
が
次
年
度
以
降
の
課

題
と
な
り
ま
す
。

　

３
つ
目
が
、
今
回
の
企
画
の
よ
う
に
不
真
面
目
な
こ
と
を

と
こ
と
ん
真
面
目
に
や
っ
て
み
る
こ
と
で
、
面
白
い
事
業
に

な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
。
次
年
度
は
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
を
人
生
で
３
～
４
度
ぐ
ら
い
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
変

え
て
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

　

さ
て
、
い
ざ
実
施
す
る
舞
台
芸
術
の
方
向
性
が
決
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
、
我
々
は
ま
っ
た
く
の
素
人
で
し
た
。

や
る
か
ら
に
は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
し
っ
か
り
と
舞
台
演

出
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
求
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な

時
に
出
会
っ
た
の
が
、
ラ
·
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ 

Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ

ｙ
の
髙
井
代
表
。
髙
井
代
表
は
、
自
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
や
音
響

･
舞
台
の
演
出
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
ま

で
行
う
芸
能
の
プ
ロ
で
す
。
そ
ん
な
方
を
前
に
、
近
代

表
と
ス
タ
☆
タ
ン
２
の
チ
ラ
シ
を
見
せ
、
こ
う
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
を
や
り
た
い
と
打
診
を
し
ま
し
た
。
以
下
、

髙
井
代
表
と
の
や
り
と
り
で
す
。

今
ま
で
に
な
い
つ
な
が
り

　
「
別
に
障
が
い
の
人
を
遠
ざ
け
て
い
る
訳
で
は

な
い
ん
で
す
。
ど
う
手
を
差
し
伸
べ
れ
ば
良
い
の

か
解
ら
な
い
。障
が
い
の
方
も
壁
を
作
ら
な
い
で
、

一
緒
に
出
来
る
事
を
…
」。
私
が
主
催
し
て
い
た

お
茶
の
間
う
た
ご
え
広
場
で
60
代
の
私
の
生
徒
の

つ
ぶ
や
き
か
ら
そ
れ
は
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の

関
り
で
弊
社
ス
タ
ッ
フ
も
障
が
い
に
対
す
る
イ
メ

ー
ジ
が
一
新
。
そ
れ
だ
け
で
も
参
加
し
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。
坂
野
さ
ん
と
近
さ
ん
の
思
い
に
た

だ
た
だ
感
動
!
あ
し
た
の
星
☆
、
こ
れ
か
ら
凄
い

展
開
に
な
り
ま
す
ね
。

ラ
・
L
a
L
a 

F
a
c
t
o
r
y 

代
表

髙
井 

晶
子

相当、カオスな１日になりますよ。

覚悟はできています。

分かりました。やるからにはとことんやりましょう。
一点確認が…そもそもイベントのタイトルは？

決めてなかったね。

ちょっと未来につながるような感じで。

スタ☆タン＋未来…あしたの星でいいんじゃない？

いいですね。それでいきましょう。

サブタイトルは、人生で２～３度ぐらいスポットライ
トにあたってもいいじゃないにしましょう。スタ☆
タンは一度ぐらいなので。

私はスタ☆タンのメインビジュアルに負けない姫を
用意しますよ。

髙井

坂野

近

概要
【日時】平成 29 年 12 月 23 日（土 · 祝）
【場所】新潟市北区文化会館（新潟市）

来場者数 名
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概要
【日時】平成 29 年 7 月 9 ～ 16 日　9：00 ～ 18：00
【会場】新潟青陵大学・新潟青陵大学短期大学部
　　　新校舎 1 号館 2 階プレゼンサークル

【主催】新潟青陵大学・新潟青陵大学短期大学部 地域貢献センター
　　　新潟県アール・ブリュット・サポート・センター NASC

　

昨
年
7
月
、
初
の
試
み
と
し
て
大
学
と
の
共
同
企
画
で
展
示
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
オ
フ
ァ
ー
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
新
潟
青
陵
大

学
・
新
潟
青
陵
大
学
短
期
大
学
部
。
新
校
舎
竣
工
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
「
地
域
の
福
祉
と
子
育
て
×
ア
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に
企
画

さ
れ
た
も
の
で
、
有
志
学
生
を
募
り
実
施
。
作
品
の
展
示
作
業
だ
け

で
な
く
、
施
設
を
訪
問
し
実
際
に
創
作
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を

設
け
、
そ
こ
で
取
材
し
た
こ
と
を
基
に
展
示
作
品
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

も
学
生
自
身
が
作
る
と
い
う
全
4
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

《大学とのコラボ企画》

私たちの街 新潟のアール・ブリュット展覧会

●大学ロビーで、しかも新校舎のスペースでの開催に
興味津々で来場した。どの作品も個性に溢れてい
て無限に広がる可能性を感じた。

●作者のことをまとめたレポートを読んで楽しかっ
た。学生たちがそれぞれ丁寧に、作家と一緒の時
間を過ごしたんだなとほっこりしたし、希望を感
じられた……

●大学生の言葉に、その「作品」だけでなく、その「人」
への興味や愛着を感じられてとても良かった。

　

展
示
会
場
が
大
学
校
舎
と
い
う
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
し
た
が
、
一
般

公
開
の
展
示
会
に
は
大
学
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
職
種
・
年
齢
問
わ

ず
様
々
な
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、
学
生
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
評
価
す
る
コ
メ
ン

ト
も
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

《
作
品
展
示
》

　

展
示
会
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
7
月
12
日
に
は
「
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
っ
て
な
あ
に
？
～
そ
の
魅
力
と
楽
し
み
方
～
」を
開
催
。

学
生
の
他
、
会
社
員
や
看
護
師
、
主
婦
な
ど
一
般
参
加
も
多
く
、
定

員
の
50
名
を
超
え
る
状
況
に
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
作
家
の
家

族
や
施
設
職
員
に
作
品
を
持
参
し
て
も
ら
い
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
作
品

に
対
す
る
想
い
や
背
景
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
聞
き
手
と
な
っ

た
参
加
者
に
は
、
作
品
自
体
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、

作
家
の
周
り
の
人
た
ち
の
“
熱
”
に
も
触
れ
て
も
ら
う
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

《
関
連
セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

来場者アンケート

　初回は、アール・ブリュットの説明や展示会を開催
する目的の他、作品の事例紹介やキャプションの役割
も学びました。実際に施設に出向いて作品の聞き取り
調査をする時に、どんな質問をしたらいいのか？ワー
クショップ形式で学びました。

アール・ブリュットとは何かを学ぶ
5 月 19 日　16:00 ～ 17:45

　この日はチームに分かれて6つの施設を訪問。創作
の現場を見学しながら、学生一人ひとりが作品ができ
るまでのストーリーを聞き取り調査。聴けば聴くほど
作品や作家への愛着が生まれてきたようでした。

創作現場を見てみる
5 月 27 日　13:00 ～ 16:00

訪問施設：かりん・青松ワークス・麦っこワークス
6 月 9 日　16:10 ～ 18:40

訪問施設：みのり園・結屋・さんろーど

　施設訪問で聞き取った内容や撮影してきた写真を材
料に、作品のキャプションを作ってきた学生たち。そ
のキャプションを、お互いに読みあって感想を共有
し、キャプションの意図が相手に伝わっているか確
認。納得いくキャプションへ進化する時間でした。

作品を表現してみる
6 月 28 日　16:00 ～ 17:45

　翌日からスタートする展示会に向けての展示作業。
学生が作った写真入りのキャプションも展示。ブラッ
シュアップされたキャプションは、1枚には収まりき
らずレポートのような読み応えある内容に。学生の伝
えたい！という思いが溢れる出来栄えでした。

実際に展示を行う
7 月 8 日　8:00 ～ 17:00
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セ
ン
タ
ー
の
主
催
事
業
と
し
て
平
成
28
年
11
月
に
開
催
し
た
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

i
n
長
岡
」
は
、
長
岡
市
内
の
障
が
い
の
あ
る
人
を
支
え
る
施
設
職
員
や
家
族
の
方
々
に
と
っ

て
、
日
頃
の
創
作
支
援
を
見
つ
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
岡
市
で
は
こ
う
し
た
動
き
を
さ
ら
に
着
実
な
も
の
に
し
、
さ
ら
に
障
害
者
に
よ
る
芸
術
文

化
活
動
を
核
と
し
て
、
障
害
あ
る
人
の
生
き
が
い
や
市
民
の
障
害
者
へ
の
理
解
促
進
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
29
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
長
岡
市
内
の
障
害
者
施
設
な
ど
へ
の

作
品
調
査
・
発
掘
を
決
定
。
調
査
ス
タ
ッ
フ
の
依
頼
を
N
A
S
C
が
受
け
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
2
0
1
7
年
7
月
下
旬
か
ら
8
月
上
旬
に
か
け
て
、
生
活
介
護
や
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
、
総
合
支
援
学
校
の
8
か
所
を
訪
問
。
長
岡
市
の
担
当
者
や
、
調
査
発
掘
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
び
た
い
と
い
う
地
域
の
障
害
者
施
設
の
職
員
も
同
行
。
こ
の
時
に
発
掘
し
た
8
名
の
作

品
は
、
11
月
に
開
催
し
た
『
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
i
n
上
越
3
』
で
展
示
し
ま
し
た
。　

福
祉
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
う
“
小
千
谷
市
フ
ォ
ー
ラ
ム
”

に
お
い
て
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
を
同
時
開
催
し
た
い
と
の

依
頼
が
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
展
示
会

の
目
的
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
小
千
谷
市
に
暮
ら
す
障
害
あ
る
人

の
創
作
発
表
の
機
会
通
し
て
、
社
会
と
の
関
わ
り
と
持
つ
こ
と
。

も
う
一
つ
は
展
示
会
を
通
し
て
福
祉
関
係
者
と
当
事
者
家
族
ら
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
為
、
県
内
の
優
れ

た
作
品
を
セ
ン
タ
ー
が
紹
介
す
る
形
で
は
な
く
、
参
加
型
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
あ
る
も
の
ご
と
を

見
つ
め
、
展
示
会
を
つ
く
っ
て
い
く
形
で
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。

　

5
月
か
ら
9
月
の
間
に
合
計
3
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
企
画

し
、障
害
と
ア
ー
ト
に
関
す
る
の
レ
ク
チ
ャ
ー
か
ら
実
際
に
作
品
の

魅
力
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
か
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

成
果
と
し
て
は
、展
示
会
を
一
緒
に
作
る
中
で
福
祉
関
係
者
や

家
族
だ
け
で
は
な
く
、
美
術
に
関
心
の
あ
る
一
般
の
方
も
参
加
交

流
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の
身
の
回
り
に

あ
る
も
の
か
ら
作
品
を
見
出
す
中
で
、
日
常
に
あ
る
魅
力
を
見
つ

め
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
持
っ
て
い
る
こ
と
、

で
き
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
丁
寧
な
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
初
め
て
展
覧
会
に
参
加
す
る
と
い
う
作
家
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
地
域
に
と
っ
て
新
し
い
試
み
と
な
り
ま
し
た
。

作
品
の
調
査
・
発
掘 

～
長
岡
市
～

ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
in
小
千
谷

︱
手
前
味
噌
の
会
︱　

<
参
加
型
展
覧
会
>

作品調査・発掘　実施概要
【実施日】平成 29 年 7 月 26 日・27 日・8 月 3 日
【訪問施設】地域活動支援センターキッズサポートつむぎ・桐樹園・リハビリセンター王見台
　　　　　　地域活動支援センターピュアはーと・越路ハイム地域生活支援センター・かきのみ園
　　　　　　長岡市立高等総合支援学校（高校生）・長岡市立総合支援学校（小・中学生）

参加型展示会　実施概要
【実施日】平成 29 年
　　　　　5 月 28 日 13:30-15:00　障害とアートに関するレクチャー
　　　　　6 月 23 日 19:00-21:00　作品を自慢する会
　　　　　8 月 22 日 19:00-21:00　作品の魅力を引き出すキャプションづくり
　　　　　9 月 12 日 15:00-19:00　展示会搬入

【参加者】10 名

　

平
成
28
年
11
月
、
長
岡
市
内
で
初
め
て
ア
ー
ル
・
ブ
リ

ュ
ッ
ト
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
展
に
は
2
日
間
で

8
4
0
人
が
来
場
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
展
の
開
催
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
長
岡
市
と
し
て
ア

ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
取
り
組
み
を
開
始
し
、
本
年
度
、

作
品
の
調
査
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
N
A
S
C
の
ス

タ
ッ
フ
の
方
、
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
の
職
員
有
志
と
と

も
に
障
害
者
支
援
施
設
や
市
立
高
等
総
合
支
援
学
校
を
訪

問
。
作
者
の
方
と
お
話
を
す
る
中
で
、
作
品
が
多
く
の
人

の
目
に
触
れ
、
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
、
ご
自
身
の
創
作
意

欲
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
楽
し
み

と
し
て
創
作
す
る
「
作
品
」
が
「
ア
ー
ト
」
と
し
て
昇
華

し
て
い
く
過
程
の
一
端
を
垣
間
見
た
思
い
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
裾
野
が
広
が

り
、
す
ば
ら
し
い
作
品
が
何
気
な
い
日
常
の
中
で
見
出
さ

れ
、
ア
ー
ト
を
通
し
て
、
作
品
が
生
ま
れ
る
背
景
や
作
者

の
暮
ら
し
ぶ
り
を
知
る
機
会
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

長
岡
市
福
祉
保
健
部 

福
祉
課
障
害
活
動
係

係
長　

五
十
嵐
正
史

ア
ー
ト
を
通
し
て
の
相
互
理
解

～
長
岡
市
の
取
り
組
み
～
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胎
内
市
役
所
よ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
と
同

日
に
展
示
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
オ
フ
ァ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。
当
初
は
新
潟
県
内
の
著
名
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
展
示
す
る
と
い
う
構

想
で
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー
よ
り
展
示
会
開
催
後

に
地
域
に
何
か
残
る
展
示
会
を
開
催
し
た
い
と

提
案
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
展
示
会
前
に
一
度
胎
内
市
内

の
福
祉
関
係
者
を
集
め
た
研
修
会
·
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
各
施
設
か
ら
持
ち
寄
っ
て

も
ら
っ
た
作
品
を
中
心
に
展
示
し
た
ら
ど
う
か

と
提
案
し
ま
し
た
。

　

申
し
出
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
展
示
会
前
に
研

修
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
参
加
施
設
に

作
品
の
出
展
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
胎
内
市
内
か
ら
多
く
の
作
品
が
集

ま
り
、
紹
介
文
ま
で
作
成
し
て
く
れ
た
施
設
も

あ
り
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
者
も
含
め
多
く
の
方
か

ら
展
示
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
ま
た

開
催
し
て
ほ
し
い
、
面
白
い
な
ど
様
々
な
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
も
っ
と

こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
ほ
う

が
良
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

「
多
く
の
市
民
の
方
に
、
障
害
の
あ
る
方
の

創
作
活
動
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ

れ
以
上
に
、
署
員
に
対
し
福
祉
の
支
援
を
必
要

と
す
る
方
へ
の
配
慮
を
意
識
づ
け
し
た
い
」
。

　

上
越
警
察
署
よ
り
い
た
だ
い
た
オ
フ
ァ
ー
に

よ
り
、
警
察
署
内
で
の
展
示
会
が
実
現
し
ま
し

た
。
警
察
署
内
で
の
展
示
会
は
新
潟
県
内
で
は

初
の
試
み
で
し
た
。

　

運
転
免
許
証
の
更
新
が
特
に
多
い
、
1
月
の

上
旬
に
展
示
し
た
こ
と
も
あ
り
多
く
の
市
民
の

方
が
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
署
員
の
方
が
自
発
的
に
当
初
指
定
さ
れ

た
展
示
位
置
を
変
更
し
て
警
察
署
の
入
り
口
正

面
に
作
品
を
移
動
し
て
く
れ
ま
し
た
。
よ
り
多

く
の
方
に
、
作
品
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

か
ら
展
示
位
置
を
調
整
し
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

公
共
機
関
か
ら
の
展
示
の
申
し
出
は
非
常
に

嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。多
く
の
方
が
集
う
場
で
の

展
示
会
、今
後
も
開
催
し
て
い
き
た
い
で
す
。

『
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
た
い
な
い
』
に

お
け
る
ア
ー
ル
·
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

小
さ
な
ア
ー
ル
·
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
i
n
上
越
警
察
署

日
時
：
平
成
30
年
2
月
24
日
（
土
）　　

場
所
：
胎
内
市
産
業
文
化
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
時
：
平
成
30
年
1
月
4
日
（
木
）
〜
11
日
（
木
）　　

場
所
：
上
越
警
察
署

関
川
村
お
よ
び
関
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
平
成
28
年
度
に
関
川
村
地
域
福
祉
計
画

･

関
川
村
地
域
福
祉
活
動
計
画(

以
下
計
画
と

し
ま
す)

を
策
定
し
、
①
移
動
支
援
、
②
居
場

所
づ
く
り
、
③
観
光
と
福
祉
の
3
つ
を
村
の
福

祉
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
柱
と
し
ま
し
た
。

今
回
、計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
『
観

光
と
福
祉
』
の
一
環
で
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
渡
邉
邸
に
お
い

て
、
ア
ー
ル･

ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
を
開
催
し
て
ほ

し
い
と
依
頼
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
で
作
品
の
選

定
や
展
示
什
器
の
用
意
な
ど
の
準
備
を
行
い
ま

し
た
。。

国
指
定
の
重
要
文
化
財
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
暖
を
取
る
こ
と
が
で
き
ず
マ
イ
ナ
ス
4
℃

の
中
で
の
展
示
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場

が
元
々
持
っ
て
い
る
魅
力
と
作
品
が
マ
ッ
チ
し

た
空
間
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
同
会
場
で

手
話
ソ
ン
グ
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
篠
笛
の

ラ
イ
ブ
や
お
茶
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
の
向
い
の
村
役
場
の
駐
車
場
で
は
飲
食
ブ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
集

う
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
ス
ラ
イ
ラ

ン
タ
ン
の
打
ち
上
げ
。
雪
原
の
中
、
夜
空
に
輝

く
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
は
と
て
も
幻
想
的
な
光
景

で
し
た
。

今
回
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
会
場
で

展
示
を
行
い
ま
し
た
が
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
ス

タ
ッ
フ
、
来
場
者
か
ら
は
会
場
に
対
す
る
誇
り

を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
、
よ
り
地
域
と
密
接

に
関
わ
っ
て
い
る
会
場
で
展
示
を
実
施
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

『灯の祭典inせきかわ』におけるアール·ブリュット展

日
時
：
平
成
30
年
2
月
4
日
（
日
）

場
所
：
国
指
定
重
要
文
化
財
渡
邉
邸
（
関
川
村
）
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一
般
社
団
法
人
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

ｔ
ｏ 

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
よ
り

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア
の
場
で
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
ブ
ー
ス
を
設

け
て
く
れ
な
い
か
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
と
ミ
ニ
展
示
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
で
は
、
新
潟
県
加
茂
市
出
身
の
新
井
里

沙
さ
ん
か
ら
花
を
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
き
な
紙
に
絵

を
描
く
こ
と
は
、
里
沙
さ
ん
に
と
っ
て
も
こ
れ
ま
で
に
な
い

経
験
で
し
た
が
、
迷
い
な
く
２
枚
の
花
が
瞬
く
間
に
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。

新
井
さ
ん
の
描
く
様
子
を
見
て
い
た
学
生
か
ら
も
驚
き
の
声

が
多
数
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ニ
展
示
会
で
は
新
潟
県
長
岡
市
出
身
の
五
井
雅

人
さ
ん
の
作
品
を
は
じ
め
絵
画
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
で
き
た
作

品
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

五
井
さ
ん
が
作
っ
た
大
小
様
々
な
紙
を
折
り
た
た
み
切
ら
れ

た
穴
の
開
い
た
紙
が
、
規
則
正
し
く
並
べ
ら
れ
て
い
る
光
景

を
見
て
、
学
生
か
ら
は
ビ
ル
群
に
見
え
る
と
い
う
感
想
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　

福
祉
と
ア
ー
ト
。
と
も
に
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
で

す
が
、
実
は
両
方
と
も
地
域
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
。
見
え

な
い
と
こ
ろ
で
、
地
域
の
風
景
を
彩
る
分
母
に
な
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
福
祉
を
目
指
す
学
生
に
伝

え
る
場
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

新
潟
市
か
ら
依
頼
を
受
け
、
ア
ー
ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
期
間

中
は
、
N
P
O
法
人
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
に
よ
る
展
示
会
や
創

作
の
場
、
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
同
会
場
で
開
催
さ
れ
非
常

に
賑
や
か
な
3
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
·
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
参
加
者
だ
け
で
な
く
登
壇
者
も
含
め
た
情
報
保

障
の
事
前
の
準
備
を
入
念
に
行
い
ま
し
た
。
誰
も
が
楽
し
く
ア
ー

ト
を
楽
し
む
た
め
に
情
報
保
障
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
し
た
。

アート×コミュニケーション
　

上
越
市
で
開
催
し
た
ア
ー
ル
·
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
i
n
上
越
3
の

巡
回
展
と
い
う
形
で
開
催
し
ま
し
た
。
展
示
什
器
と
し
て
新
た
に

エ
ア
ベ
ッ
ド
や
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
用
い
て
、
よ
り
日
々
の
生

活
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
な
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
学
生

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
展
示
を
楽
し
み
な
が
ら
障
害

の
あ
る
方
の
創
作
活
動
の
魅
力
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。 展

示
会

　

映
画
『
L
I
S
T
E
N
』
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。
映
画

『
L
I
S
T
E
N
』
は
、
『
聾
者
の
音
楽
』
を
視
覚
的
に
表
現
し

た
ア
ー
ト
·
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
り
、
当
事
者
も
多
く
来
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
牧
原
監
督
も
来
場
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
の
『
U
D
ト
ー
ク
』
の
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

映
画
上
映

　

ユ
ニ
バ
―
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
松
森
果
林
さ

ん
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
松
森
さ
ん
は
、
小

学
四
年
生
で
右
耳
を
失
聴
し
、
左
耳
は
少
し
ず
つ
聴
力
を
失
い
高

校
生
で
完
全
失
聴
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
、
同
じ
く
聞

こ
え
な
い
方
が
手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
姿

を
見
て
手
話
を
習
得
す
る
決
意
を
し
ま
し
た
。
『
聞
こ
え
る
世
界

と
聞
こ
え
な
い
世
界
』
の
両
方
を
知
っ
て
い
る
松
森
さ
ん
だ
か
ら

こ
そ
、
語
る
こ
と
の
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
性
に

つ
い
て
の
話
か
ら
多
く
の
学
び
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
会

　

『
楽
し
く
生
き
る
に
は
』
を
テ
ー
マ
に
、
松
森
さ
ん
·
牧
原
さ

ん
と
福
祉
の
実
践
者
を
交
え
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
、
社
会
に
あ
る
様
々
な
障
壁

を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
何
が
必
要
で
、
何
を
し
て
い
く
べ
き
か

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
つ
の
作
品
を
描
き
あ
げ
る
ま
で
の
時
間
の
中
で
、
新
井

里
沙
さ
ん
の
様
々
な
表
情
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
場
の
ド
ロ
ー
ン
に
一
時
的
に
驚
き
の
反
応
を
示
し
た
も

の
の
、
そ
れ
以
外
は
、
迷
い
の
な
い
力
強
い
タ
ッ
チ
で
集

中
し
、
作
品
に
思
い
を
込
め
続
け
て
い
た
。

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
だ
か
ら
こ
そ
見
る
こ
と
が
で
き
た
ク
レ

ヨ
ン
使
い
や
、
２
つ
の
作
品
に
共
通
し
て
い
た
色
の
塗
り

方
を
目
に
す
る
こ
と
で
、
今
後
も
新
井
さ
ん
の
作
品
づ
く

り
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

ま
き
福
祉
会　

近 

奈
々
恵

フ
ク
シ
ゴ
ト
フ
ェ
ス
！！

日
時　

平
成
29
年
8
月
11
日
（
金
･
祝
）

場
所　

文
京
学
院
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
）

参
加
者　

2
2
3
名

日
時
：
平
成
30
年
2
月
17
日
（
土
）
〜
19
日
（
月
）

場
所
：
新
潟
市
東
区
プ
ラ
ザ
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菅　

こ
う
し
て
馬
場
さ
ん
の
お
宅
に
入
っ
て
み
て
、
ホ
ン

ト
家
中
が
悠
斗
さ
ん
の
絵
、
も
う
“
悠
斗
ハ
ウ
ス
”
な
ん

だ
な
っ
て
！

馬　

だ
ん
だ
ん
侵
食
し
て
い
っ
て
、
初
め
は
自
分
の
部
屋

だ
け
っ
て
言
っ
て
た
の
に
、
中
学
部
の
夏
休
み
の
時
に
、

描
い
て
は
貼
る
、
描
い
て
は
貼
る
に
ハ
マ
っ
て
い
て
、
自

分
で
ど
ん
ど
ん
貼
っ
て
ア
ッ
と
い
う
間
に
壁
が
そ
れ
で
埋

ま
っ
た
ん
で
す
よ
。

菅　

悠
斗
く
ん
の
部
屋
の
中
は
、
天
井
も
そ
う
だ
し
押
し

入
れ
の
中
も
描
い
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
!

家
中
が
ア
ト
リ
エ

　

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
in
上
越
3
に
出
品
し
た
馬
場

悠
斗
さ
ん
。
会
場
内
に
は
、
壁
も
畳
の
上
も
悠
斗
さ
ん
の

作
品
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
部
屋
が
出
現
。
こ
の
展
示
を
し

た
の
は
母
親
の
友
絵
さ
ん
自
身
で
し
た
。
昨
年
度
の
展
示

会
で
は
、
出
品
す
る
だ
け
で
自
ら
展
示
は
せ
ず
、
来
場
者

と
し
て
展
示
会
を
見
に
来
て
い
た
友
絵
さ
ん
が
、
今
回
は

自
ら
の
手
で
息
子
の
作
品
を
展
示
し
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を

作
り
、お
客
様
へ
の
作
品
説
明
も
す
る
こ
と
に
…
…
。「
依

頼
を
受
け
る
側
」
→
「
発
信
す
る
側
」
へ
と
大
き
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
た
友
絵
さ
ん
に
、今
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
、

自
身
の
変
化
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

馬
：
馬
場
友
絵

菅
：
菅
井
豊
子

母
と
し
て
の
心
の
変
化
と
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

馬
場 

友
絵

菅
井 

豊
子
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

話
し
手

聞
き
手

馬　

そ
う
そ
う
、
押
し
入
れ
の
中
は
布
団
が
あ
ん
ま
り
汚

れ
る
か
ら
1
回
張
り
替
え
て
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
あ

れ
1
枚
剥
が
す
と
何
か
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。
小
学

校
中
学
年
く
ら
い
ま
で
、
押
し
入
れ
の
中
に
入
っ
て
ね
、

天
井
ま
で
描
い
て
た
ん
で
す
。
一
番
最
初
に
描
い
た
の
は

年
長
の
時
。
全
裸
で
壁
に
描
き
始
め
た
ん
で
す
よ
。
5
歳

の
頃
か
な
。
描
き
始
め
ち
ゃ
っ
た
ら
、
ダ
メ
で
す
ね
。

菅　

も
う
描
き
始
め
ち
ゃ
っ
た
ら
止
ま
ら
な
い
？

馬　

止
ま
ら
な
く
っ
て
、
1
を
描
き
は
じ
め
た
ら
も
う
諦

め
る
し
か
な
い
っ
て
感
じ
。
1
か
ら
12
と
か
、
1
か
ら
6
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め
さ
せ
た
く
は
な
か

っ
た
。
ク
レ
ヨ
ン
を

取
り
上
げ
る
こ
と
も

で
き
た
と
思
う
け

ど
。
ク
レ
ヨ
ン
で
描

き
は
じ
め
る
前
は
、

た
だ
モ
ノ
を
並
べ
る

と
か
棚
の
モ
ノ
を
全
部
ひ
っ
く
り
返
す
と
か
、
そ
う
い
う

私
の
中
で
は
あ
ま
り
意
味
の
な
い
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
。

本
人
は
意
味
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
。
紙
に

向
か
っ
て
描
い
た
り
、
目
的
を
も
っ
て
や
っ
て
る
感
じ
が

す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
ま
た
色
使
い
が
す

ご
く
き
れ
い
で
、
こ
れ
は
続
け
さ
せ
た
い
！
と
思
っ
た
。

菅　

ホ
ン
ト
き
れ
い
で
、
悠
斗
く
ん
は
こ
の
色
使
い
を
ど

う
や
っ
て
自
分
の
中
に
蓄
え
た
の
か
な
っ
て
？

馬　

小
さ
い
時
に
見
て
い
た
『
ピ
ン
グ
ー
』
っ
て
い
う
ア

ニ
メ
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
好
き
で
見
て
い
た
V
H
S
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、
そ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
色
と
数
字

の
組
み
合
わ
せ
な
ん
で
す
よ
ね
。

菅　

11
月
の
上
越
の
展
示
会
で
は
、
こ
の
悠
斗
く
ん
の
部

屋
を
再
現
し
た
感
じ
で
し
た
よ
ね
。
実
際
、
ご
自
身
で
展

示
し
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
？

馬　

は
じ
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
何
回
も
あ
っ
た
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
展
示
に
繋
が
っ
て

い
く
の
か
分
か
ら
な
く
て
不
安
で
一
杯
だ
っ
た
。
で
も
自

分
で
展
示
す
る
っ
て
こ
と
だ
っ
た
の
で
…

菅　

展
示
会
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

上
越
展
で
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
、
も
う
毎
回
出
て
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
ね
。

馬　

結
果
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
た
こ
と
で
、
自
分

の
考
え
も
ま
と
ま
っ
て
い
っ
て
、
あ
ん
な
風
に
展
示
で
き

た
の
か
な
あ
…
…
と
も
思
い
ま
す
ね
。

菅　

お
母
さ
ん
が
作
っ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
す
ご
く
よ
く

て
、
読
ん
で
ジ
ー
ン
と
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

馬　

あ
れ
、
悠
斗
の
生
ま
れ
年
が
一
年
間
違
っ
て
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
、
あ
た
し
や
っ
ぱ
り
抜
け
て
る

な
ぁ
と
思
っ
て
（
笑
）。

菅　

で
も
、
お
母
さ
ん
が
ど
れ
だ
け
悠
斗
く
ん
を
愛
し
て

い
る
の
か
愛
が
溢
れ
て
ま
し
た
よ
。

馬　

障
害
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
き
て
、
あ
る
時
期
ま
で
は

ず
ー
っ
と
、
普
通
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
と
考
え
た

り
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
ど
こ
が
境
目
か
わ
か

ら
な
い
け
ど
、
全
然
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
え
ば
、
昔
そ
ん
な
こ
と

考
え
て
た
な
と
思
っ
て
。
本
当
の
意
味
で
受
け
入
れ
ら
れ

た
ん
だ
な
っ
て
。
こ
う
や
っ
て
展
示
し
て
い
た
だ
い
て
、

家
族
と
か
知
り
合
い
じ
ゃ
な
い
第
三
者
か
ら
「
わ
～
凄
い

ね
！
」
と
感
心
し
て
も
ら
え
て
。
今
ま
で
、
ど
こ
へ
い
っ

て
も
ず
ー
っ
と
謝
り
続
け
て
き
た
歴
史
が
あ
る
ん
で
。
ど

ん
だ
け
謝
っ
て
歩
い
た
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
。
だ
か
ら

“
認
め
て
も
ら
え
た
”
っ
て
の
は
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
。

だ
ん
だ
ん
そ
う
い
う
こ
と
が
増
え
て
き
て
私
自
身
が
変
わ

っ
て
き
た
の
か
な
。

菅　

展
示
会
へ
の
出
品
も
、
今
ま
で
は
作
品
の
受
け
渡
し

だ
け
で
し
た
け
ど
、
今
年
は
お
母
さ
ん
自
身
が
展
示
を
し

て
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
作
っ
て
、
お
客
様
へ
の
説
明
も
し

て
、
す
ご
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
ね
。

馬　

ま
さ
か
そ
こ
ま
で
や
ら
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ

た
ん
で
す
け
ど
ね
。
す
ご
い
戸
惑
い
ま
し
た
ね
（
笑
）。

大
変
だ
っ
た
分
、
や
り
き
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

菅　

悠
斗
く
ん
の
母
親
と
し
て
、
お
客
様
に
直
接
作
品
を

説
明
す
る
っ
て
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
た
か
？

馬　

す
ご
い
照
れ
く
さ
い
感
じ
が
し
ま
し
た
け
ど
、
お
客

さ
ん
の
反
応
も
様
々
で
、
本
当
に
感
心
し
て
い
ろ
ん
な
こ

と
を
向
こ
う
か
ら
聞
い
て
く
だ
さ
る
方
も
い
た
し
、
全
く

逆
で
「
あ
～
そ
う
な
ん
で
す
ね
～
」
っ
て
サ
ラ
ッ
と
終
わ

る
人
も
い
て
、
温
度
差
は
凄
く
感
じ
ま
し
た
ね
。

菅　
「
私
、
母
な
ん
で
す
け
ど
…
…
」
っ
て
、
積
極
的
に

お
客
様
に
話
か
け
て
ま
し
た
よ
ね
。
見
ず
知
ら
ず
の
人
に

話
し
か
け
る
っ
て
、
勇
気
い
り
ま
す
よ
ね
。

馬　

ホ
ン
ト
、
今
ま
で
そ
う
い
う
こ
と
な
か
っ
た
し
。

菅　

ま
さ
か
お
母
さ
ん
が
作
品
の
説
明
し
て
る
な
ん
て
、

お
客
様
も
び
っ
く
り
で
す
よ
ね
。

馬　

び
っ
く
り
し
て
た
だ
ろ
う
し
、
も
し
か
し
た
ら
悪
い

と
思
っ
て
本
当
の
感
想
を
言
え
な
か
っ
た
人
も
い
た
か
も

（
笑
）。
で
も
中
に
は「
ク
レ
ヨ
ン
玉
な
ん
て
作
る
ん
だ
！
」

っ
て
す
ご
く
面
白
が
っ
て
く
れ
る
人
と
か
い
て
、
笑
っ
ち

ゃ
う
よ
う
な
人
も
い
て
、
そ
れ
が
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た

か
な
。
そ
こ
で
引
か
れ
て
も
困
る
し
（
笑
）。
で
も
、
引

か
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？
…
と
思
い
な
が
ら
、
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
お
客
さ
ん
に
声
か
け
て
ま
し
た
ね
。

菅　

悠
斗
く
ん
と
い
え
ば
“
ク
レ
ヨ
ン
玉
”
で
す
よ
ね
。

こ
れ
説
明
す
る
の
難
し
い
で
す
よ
ね
。

馬　

そ
う
な
ん
で
す
。
実
際
に
描
い
て
、
こ
す
っ
た
部
分

を
見
せ
て
、
こ
う
や
っ
て
、
こ
す
っ
て
か
ら
ま
と
め
て
丸

め
て
作
る
ん
で
す
っ
て
。

菅　

こ
の
ク
レ
ヨ
ン
玉
で
描
い
た
時
の
、
独
特
の
質
感
が

美
し
い
で
す
よ
ね
。

馬　

ク
レ
ヨ
ン
玉
も
そ
う
だ
け
ど
、
お
客
さ
ん
の
反
応
を
直

に
見
れ
た
り
、
感
想
を
聞
け
た
り
す
る
っ
て
い
う
の
は
な
か
な

か
な
い
し
、
い
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
ね
。

菅　

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
言
え
ば
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
始
め

ら
れ
た
ん
で
す
よ
ね
！

馬　

9
月
か
ら
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
始
め
て
、
同
じ
よ
う

に
障
害
を
持
っ
た
お
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
と
繋
が
っ
た

り
、
投
稿
見
た
り
し
て
、
自
分
で
プ
リ
ン
ト
し
て
商
品
化

し
て
バ
ッ
グ
作
っ
て
売
っ
て
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
見
て
た

ら
、
な
ん
か
面
白
そ
う
だ
な
、
そ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
み

た
い
な
と
か
。
そ
う
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

菅　

お
母
さ
ん
が
積
極
的
に
自
分
か
ら
発
信
し
て
る
印
象

が
あ
り
ま
す
。
受
け
身
じ
ゃ
な
く
て
。

馬　

や
る
ま
で
に
時
間
か
か
っ
ち
ゃ
う
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
な
ん
で

す
け
ど
、
何
か
や
り
た
い
！
っ
て
い
う
思
い
は
あ
る
ん
で
す
よ

ね
。
ま
だ
形
に
は
な
っ
て
な
い
け
ど
、
で
も
イ
ン
ス
タ
と
か
で

自
分
か
ら
発
信
す
る
っ
て
い
う
の
が
第
一
歩
に
な
っ
て
る
の
か
な

っ
て
。
そ
れ
で
実
際
に
、
面
白
が
っ
て
コ
メ
ン
ト
下
さ
る
方
も

い
る
し
、
応
援
し
て
も
ら
っ
て
る
感
じ
が
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。

今
後
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

ま
で
は
、
ま
と
ま
り
で
描
く
の
で
1
を
描
か
れ
た
ら
、
も

う
絶
対
何
が
何
で
も
様
子
を
う
か
が
い
な
が
ら
必
ず
描
き

上
げ
て
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
も
う
1
を
描
か
れ
た
ら
私

の
負
け
。
そ
の
時
や
め
さ
せ
て
も
、い
つ
か
や
ら
れ
る
な
、

し
ょ
う
が
な
い
な
っ
て
。
そ
れ
の
繰
り
返
し
で
こ
こ
ま
で

き
ち
ゃ
っ
た
感
じ
。
壁
が
ど
ん
ど
ん
埋
ま
っ
て
き
た
ら
、

も
う
い
い
よ
っ
て
感
じ
だ
っ
た
け
ど
、
そ
れ
ま
で
は
一
応

止
め
て
は
い
た
ん
で
す
よ
。
止
め
る
止
め
な
い
、
そ
の
葛

藤
は
あ
り
ま
し
た
ね
（
笑
）。

菅　

描
く
行
為
に
対
し
て
は
怒
る
わ
け
で
は
な
く
？　

ど

う
し
て
も
止
め
さ
せ
る
わ
け
で
も
な
く
？

馬　

私
は
や
ら
せ
た
か
っ
た
っ
て
い
う
か
、
描
く
の
を
止

描
く
と
い
う
行
為
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角　

五
井
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
は
鈴
木
さ
ん
を
は
じ
め

施
設
の
職
員
の
方
か
ら
は
色
々
と
お
話
聞
い
て
い
る
の
で

す
が
、
本
人
や
ご
家
族
の
方
か
ら
も
直
接
お
話
を
聞
き
た

く
て
。
ま
ず
、
ど
ん
な
経
緯
で
紙
を
切
り
出
し
た
の
か
な

ど
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

父　

覚
え
て
い
な
い
よ
ね
。

母　

小
さ
い
こ
ろ
ハ
サ
ミ
が
大
好
き
で
。

父　

折
り
紙
で(

切
っ
て
た)

．．．。

母　

そ
の
前
に
髪
の
毛
切
っ
て
た
。
眉
毛
も
睫
毛
も
。
危

な
い
と
思
っ
て
先
生
に
相
談
し
た
ら
、
こ
う
い
う
子
は
怪

我
し
な
い
か
ら
持
た
せ
て
も
大
丈
夫
だ
よ
と
。

角　

や
っ
ぱ
り
髪
に
興
味
が
あ
る
ん
で
す
か
ね
？

母　

髪
の
毛
で
は
な
く
ハ
サ
ミ
で
す
ね
。
途
中
で
や
め
ま

し
た
け
ど
手
を
切
っ
て
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。
跡
も
残

っ
て
い
ま
す
。

角　

ハ
サ
ミ
で
切
る
っ
て
対
象
は
、
ど
う
や
っ
て
今
の
よ

う
な
か
た
ち
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

母　

オ
ア
シ
ス
を
利
用
し
た
時
に
管
理
者
の
方
が
よ
く
見

て
く
れ
て
。
一
週
間
の
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
く
れ
た
ん
で
す

よ
。
そ
の
施
設
は
月
・
水
・
金
と
通
っ
て
い
て
好
き
な
こ

と
を
さ
せ
て
も
ら
え
て
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
折
り
紙
を

教
え
て
も
ら
っ
て
。
そ
れ
か
ら
切
り
始
め
た
ん
で
す
。
最

初
は
凄
く
綺
麗
な
飾
り
切
り
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
素
敵
な

模
様
で
。

父　

折
り
紙
も
こ
だ
わ
り
が
あ
る
の
で
い
っ
ぱ
い
買
い
ま

し
た
。

母　

手
も
早
い
し
、
几
帳
面
で
。
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
入

れ
て
い
て
も
切
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
（
笑
）。

父　

今
は
あ
ま
り
折
り
紙
は
切
ら
な
く
な
っ
た
よ
ね
。

角　

切
る
対
象
が
変
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
す
か
？

母　
『
ゆ
う
あ
い
』
に
通
い
だ
し
て
か
ら
で
し
ょ
う
か
ね
。

鈴　

自
分
も
い
つ
か
ら
切
り
出
し
た
か
は
ま
っ
た
く
記
憶

に
な
く
て
。

母　

そ
う
で
し
た
。き
っ
か
け
は
家
で
紙
を
切
っ
た
ん
だ
。

こ
れ
は
切
っ
て
も
良
い
紙
だ
よ
と
置
い
て
あ
っ
た
の
を
切

り
出
し
た
ん
で
す
。

父　

レ
シ
ー
ト
を
切
っ
た
り
ね
。

母　

う
か
う
か
し
て
い
る
と
大
事
な
ク
ー
ポ
ン
券
も
切
っ

好
き
な
こ
と
を
続
け
ら
れ
る
形

　

家
庭
の
中
で
不
要
に
な
っ
た
レ
シ
ー
ト
や
チ
ラ
シ
に
ハ

サ
ミ
で
穴
を
あ
け
る
行
為
を
続
け
て
い
た
五
井
雅
人
さ

ん
。
家
庭
で
も
福
祉
施
設
で
も
当
た
り
前
の
行
為
で
し
た

が
、
昨
年
度
初
め
て
展
示
会
へ
出
品
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
県
内
外
か
ら
展
示
会
へ
の
出
品
依
頼
が
あ
る
な
ど

の
反
響
が
。展
示
会
を
通
し
て
五
井
さ
ん
自
身
や
ご
家
族
、

福
祉
施
設
職
員
さ
ん
の
間
で
ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か

お
聞
き
し
ま
し
た
。　

父
・
母
：
五
井
雅
人 

父
・
母

鈴
：
鈴
木
裕
平

角
：
角
地
智
史

新
し
く
見
え
て
き
た
、
暮
ら
し
の
も
の
ご
と

五
井 

雅
人 

父
・
母　

・　

鈴
木 

裕
平
（
み
の
わ
の
里 

ゆ
う
あ
い
生
活
支
援 

課
長
）

角
地 

智
史
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

話
し
手

聞
き
手

ち
ゃ
う
（
笑
）。
彼
の
活
動
と
し
て
無
理
な
く
続
く
こ
と

が
こ
れ
だ
っ
た
の
か
な
。

角　

丁
度
、『
ゆ
う
あ
い
』
に
通
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
切
る

対
象
が
変
わ
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

母　

た
ま
た
ま
。『
ゆ
う
あ
い
』
で
褒
め
て
く
れ
た
ん
じ

ゃ
な
い
で
す
か
？
切
っ
た
も
の
を
。

鈴　

い
や
、
う
ち
で
す
か
。
確
か
に
他
の
職
員
が
工
作
の

時
間
に
上
手
だ
ね
と
言
っ
て
い
た
気
が
し
ま
し
た
。

父　

そ
れ
が
嬉
し
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

鈴　

本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
に
器
用
に
切
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
よ
。

鈴　

い
え
い
え
（
笑
）。

母　

朝
、
送
迎
の
バ
ス
に
乗
る

と
き
に
早
い
日
だ
と
午
前
６
時

50
分
か
ら
待
っ
て
ま
す
よ
。
鞄

と
水
筒
と
チ
ラ
シ
と
（
笑
）。

父　

作
品
は
よ
っ
ぽ
ど
大
事
な
も
の
み
た
い
で
、
待
っ
て

い
る
間
に
ポ
ロ
っ
と
落
と
し
た
ら
ギ
ャ
ー
ッ
と
。

角　

や
っ
ぱ
り
本
人
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
な
ん
で
し
ょ

う
か
ね
。

母　

そ
う
み
た
い
で
す
ね
。
他
の
施
設
に
も
持
っ
て
い
っ

た
の
で
す
が
、『
ゆ
う
あ
い
』
さ
ん
の
反
応
が
一
番
よ
か

っ
た
よ
う
で
、
一
時
で
終
わ
り
ま
し
た
。

父　

喜
ん
で
も
ら
え
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
（
笑
）。

母　

富
山
県
高
岡
市
で
の
展
示
会
に
も
、
車
中
で
大
事
に

チ
ラ
シ
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

角　

私
も
当
日
会
場
に
い
た
の
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
五
井
さ
ん
が
追
加
で
作
品
を
持
っ
て
き
ま
し
た
と
聞

か
さ
れ
ま
し
た
（
笑
）。

角　

僕
は
五
井
さ
ん
の
自
宅
で
切
っ
た
紙
を
施
設
へ
持
っ

て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
面
白
さ
と
い
う
か
魅
力
を
感

じ
ま
す
。
人
に
も
っ
て
い
く
っ
て
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
、

紙
以
外
の
モ
ノ
も
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

母　

な
い
か
な
。
基
本
的
に
あ
ま
り
見
せ
た
が
ら
な
い
の

で
。
持
っ
て
行
っ
て
見
せ
よ
う
と
思
っ
た
だ
け
で
も
大
し

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
思
わ
せ
る
『
ゆ
う
あ
い
』

さ
ん
が
凄
い
な
と
。

つ
く
っ
た
も
の
を
渡
す
こ
と

角　

２
０
１
６
年
に
長
岡
で
初
め
て
展
示
会
に
出
展
さ
れ

ま
し
た
が
、
ま
ず
最
初
に
作
品
が
展
示
さ
れ
た
時
の
感
想

を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

母　

最
初
は
長
岡
市
で
の
展
示
会
で
し
た
よ
ね
。
凄
く
綺

麗
に
飾
っ
て
も
ら
っ
て
。
ゴ
ミ
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に

（
笑
）。
そ
れ
が
正
直
な
と
こ
ろ
。

父　

ラ
イ
ト
を
当
て
て
も
ら
っ
て
、
紙
切
れ
が
あ
ん
な
に

輝
く
な
ん
て
。
広
く
ス
ペ
ー
ス
も
と
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

し
。

母　

本
当
に
本
人
は
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
凄
い
な
と
思
う

作
品
に
囲
ま
れ
て
。
こ
ん
な
の
で
い
い
の
か
と
い
う
の
が

私
た
ち
の
感
想
（
笑
）。
で
も
、
本
当
に
綺
麗
で
し
た
。

飾
る
人
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
違
う
も
の
か
と
。
飾
る
人
の

セ
ン
ス
に
び
っ
く
り
で
す
。

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
変
え
る
も
の
・
こ
と
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あ
あ
と
か
う
う
と
か
言
う
わ
け
で
す
よ
。
恥
ず
か
し
く
て

恥
ず
か
し
く
て
と
言
っ
て
。
３
番
目
の
子
は
年
が
離
れ
て

い
る
の
で
そ
う
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
真
ん
中
の
子
は
や
っ

ぱ
り
恥
ず
か
し
か
っ
た
み
た
い
。
ひ
た
隠
し
し
た
か
っ
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
時

も
「
あ
の
ゴ
ミ
が
？
」
が
第
一
声
。
出
展
に
あ
た
っ
て
謝

金
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
て
、
創
作
活
動
を
邪
魔
す

る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

角　

職
員
の
鈴
木
さ
ん
の
目
か
ら
す
る
と
ど
ん
な
感
じ
に

映
り
ま
し
た
か
。
ま
ず
は
展
示
会
当
日
の
こ
と
と
、
も
う

一
つ
は
展
示
会
後
の
変
化
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
で

す
。

鈴　

う
ー
ん
。
そ
う
で
す
ね
。
創
作
は
施
設
で
や
っ
て
い

な
い
の
で
す
が
、
ま
ず
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
量
が
増
え

ま
し
た
ね
。
あ
と
は
役
割
を
色
々
と
や
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
ね
。
配
膳
当
番
と
か
前
か
ら
や
っ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
け
ど
掃
除
も
。
最
近
は
除
雪
も
。
高
齢
者
の

生
活
支
援
事
業
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
除
雪
は
や
れ

る
人
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
や
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
展
示
会
の
後
だ
と
思
い
ま
す
。
素
材
集
め
も
活

発
に
な
り
ま
し
た
ね
（
笑
）。

角　

今
年
度
は
５
回
続
け
て
展
示
会
に
出
展
し
て
も
ら
っ

て
、
自
分
が
知
っ
て
い
る
作
家
の
中
で
も
ず
ば
ぬ
け
て
多

い
の
で
す
が
、
展
示
を
重
ね
る
こ
と
で
、
何
か
影
響
と
い

い
ま
す
か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

母　

良
い
こ
と
し
か
な
い
よ
ね
。

父　

う
ん
。

母　

お
出
か
け
す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
本
人
は
楽
し

く
な
い
こ
と
だ
と
外
に
出
て
も
車
で
待
っ
て
い
る
と
い
う

感
じ
だ
っ
た
の
で
出
か
け
る
機
会
も
自
然
と
減
っ
て
い
っ

た
ん
で
す
よ
。

父　

小
さ
い
こ
ろ
は
丘
陵
公
園
や
海
に
も
よ
く
出
か
け
て

い
っ
た
ん
だ
け
ど
。
20
歳
を
超
え
て
ま
で
行
く
と
こ
ろ
で

も
な
い
し
。

母　

展
示
会
は
出
か
け
る
理
由
に
な
り
ま
し
た
。
仙
台
も

日
帰
り
で
行
き
ま
し
た
し
。

鈴　

兄
弟
で
一
緒
に
展
示
会
を
見
に
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

ん
で
す
か
？

母　

富
山
県
も
上
越
市
も
行
き
ま
し
た
ね
。

角　

施
設
側
の
変
化
は
ど
う
で
し
た
か
。

鈴　

五
井
さ
ん
の
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

職
員
の
目
線
が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
な
ん
だ
ろ
う
。
五
井

さ
ん
の
作
品
は
紙
切
れ
な
ん
で
す
け
ど
、
例
え
ば
で
す
け

ど
他
の
利
用
者
の
や
っ
て
い
る
面
白
い
行
動
や
、
年
始
に

書
初
め
を
し
た
の
で
す
が
面
白
い
字
に
興
味
を
示
し
た

り
。
昔
だ
っ
た
ら
手
添
え
で
う
ま
く
書
か
せ
よ
う
と
し
て

い
た
ん
で
す
よ
。
今
年
は
本
当
に
自
由
奔
放
に
書
い
て
も

ら
っ
て
、
凄
く
味
の
あ
る
字
が
そ
ろ
い
ま
し
た
（
笑
）。

す
べ
て
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、変
わ
っ
た
部
分
で
す
か
ね
。

鈴　

ま
た
、
髪
の
毛
を
結
ん
だ
も
の
を
職
員
が
見
つ
け
た

の
も
そ
れ
が
き
っ
か
け
か
な
と
。

角　

展
示
会
後
に
鈴
木
さ
ん
か
ら
五
井
さ
ん
の
新
作
が
見

つ
か
り
ま
し
た
！
と
お
電
話
頂
い
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま

す
。
髪
の
毛
の
話
、
ぜ
ひ
き
か
せ
て
く
だ
さ
い
（
笑
）。

鈴　

気
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。

母　

自
宅
で
も
こ
の
ソ
フ
ァ
で
結
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
。

昔
は
嫌
で
ね
。
私
の
髪
の
毛
し
か
結
ば
な
い
ん
だ
も
ん
。

角　

施
設
で
は
発
見
し
た
の
は
最
近
と
の
こ
と
で
す
が
、

こ
の
髪
の
毛
を
結
ぶ
と
い
う
行
為
も
小
さ
な
頃
か
ら
や
っ

て
い
た
ん
で
す
か
？

父　

や
っ
て
ま
し
た
ね
。

鈴　

福
祉
の
現
場
で
は
、
時
に
は
キ
ツ
イ
場
面
も
あ
る
わ

け
で
す
よ
。
そ
ん
な
と
き
に
五
井
さ
ん
の
こ
の
髪
を
結
ん

だ
作
品
を
見
つ
け
る
と
ホ
ッ
と
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
さ
さ

や
か
な
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

角　

今
回
、
鈴
木
さ
ん
は
長
岡
で
の
展
示
に
も
関
わ
っ
た

と
思
う
の
で
す
が
、
髪
を
結
ん
だ
作
品
に
つ
い
て
ど
う
感

じ
ま
し
た
か
。
も
っ
と
具
体
的
に
い
う
と
展
示
し
て
も
い

い
も
の
か
と
悩
み
ま
せ
ん
で
し
た
？

鈴　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
目
の
前
に
大
変
失
礼
な
の

で
す
が
、ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
展
示
の
許
可
を
い
た
だ
け
る
か
と
。
凄
い
な
と

は
思
い
ま
す
が
、
ど
う
展
示
し
て
い
い
か
分
か
り
ま
せ
ん

し
、
モ
ノ
が
モ
ノ
で
す
か
ら
（
笑
）。

母　

所
詮
、
ど
っ
ち
も
ゴ
ミ
で
す
し
（
笑
）。

鈴　

い
え
い
え
。
た
だ
髪
の
毛
は
人
の
も
の
で
す
し
。
で

も
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
凄
い
こ
と
な
の
で
ご
相
談
さ
せ

て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。

角　

許
可
に
た
め
ら
い
は
な
か
っ
た
で
す
か
？

父　

全
然
な
か
っ
た
で
す
ね
。
彼
が
や
っ
て
い
る
こ
と
な

ら
な
ん
で
も
。
た
だ
、
こ
ん
な
の
見
て
ど
う
な
の
？
と
い

う
の
は
あ
り
ま
し
た
（
笑
）。
で
も
、
自
分
で
結
ん
で
み

よ
う
と
し
て
も
で
き
な
い
よ
ね
。
１
回
２
回
は
結
べ
る
け

ど
あ
ん
な
に
多
く
は
結
べ
な
い
。

鈴　

絶
対
無
理
で
す
ね
。
最
近
、『
ゆ
う
あ
い
』
で
も
歩

き
な
が
ら
結
ん
で
い
ま
す
よ
。

角　

展
示
前
で
は
や
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？

鈴　

や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
更
衣
室
で
や
っ
て
い
ま

し
た
ね
。
み
ん
な
の
い
る
場
で
は
や
っ
て
い
な
か
っ
た
で

す
。
で
き
た
ら
頂
戴
ね
と
い
う
と
、
は
い
ど
う
ぞ
と
く
れ

る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
昔
は
作
っ
た
ら
床
に
捨
て
て

い
る
だ
け
で
し
た
ね
。

角　

不
思
議
な
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ

も
あ
げ
て
も
い
い
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
つ
な
が
っ
た
ん

で
す
ね
。

角　

自
分
は
今
日
、
五
井
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
よ
り
作

品
に
ま
つ
わ
る
魅
力
が
伝
わ
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
の

こ
と
を
第
三
者
に
も
い
か
に
伝
え
ら
え
る
か
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
作
品
が
で
き
る
ま

で
の
過
程
を
残
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
な
と
思
い
ま

す
。
自
分
た
ち
の
よ
う
な
外
の
人
間
に
は
で
き
な
い
こ
と

な
の
で
。

母　

今
度
、
作
品
を
持
っ
て
『
ゆ
う
あ
い
』
の
バ
ス
が
来

る
場
面
を
写
真
に
撮
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
弟
が

送
り
出
し
の
係
な
の
で
、
頼
ん
で
お
き
ま
す
。

角　

も
し
か
す
る
と
作
品
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
良
い
こ

と
ば
か
り
と
も
限
ら
な
い
の
で
、
良
い
こ
と
で
あ
れ
ば
続

け
て
い
た
だ
い
て
。

母　

今
の
と
こ
ろ
は
良
い
こ
と
ば
か
り
で
。
や
め
た
ら
や

め
た
で
全
然
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で
、

彼
の
成
長
だ
と
と
ら
え
て
い
ま
す
の
で
全
然
問
題
な
い
で

す
。『
ゆ
う
あ
い
』
に
さ
え
、通
所
し
て
く
れ
れ
ば
（
笑
）。

続
け
て
い
く
中
で
見
え
て
き
た
も
の

角　

五
井
さ
ん
本
人
が
見
て
、
ど
ん
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で

し
た
？

母　

喜
び
に
も
あ
ま
り
表
さ
な
い
の
で
す
が
、
創
作
意
欲

が
湧
い
て
き
た
よ
う
で
。

父　

量
が
か
な
り
増
え
ま
し
た
ね
（
笑
）。

母　

そ
の
あ
と
は
大
事
な
も
の
を
結
構
切
ら
れ
ま
し
た
よ

（
笑
）。
弟
の
学
校
に
出
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
書
類
と
か
。

テ
ス
ト
な
ん
か
も
こ
と
ご
と
く
切
ら
れ
て
。

角　

ゴ
ミ
箱
か
ら
と
い
う
ル
ー
ル
よ
り
も
、
切
り
た
い
と

い
う
創
作
意
欲
が
勝
っ
た
と
（
笑
）。

父　
『
ゆ
う
あ
い
』
に
持
っ
て
い
く
チ
ラ
シ
も
増
え
た
と

思
い
ま
す
よ
。

鈴　

増
え
ま
し
た
ね
。
並
べ
て
く
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
並

び
き
れ
る
量
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
毎
回
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

け
ど
。
一
枚
ず
つ
並
べ
て
く
れ
ま
す
。

角　

一
枚
ず
つ
で
す
か
。
展
示
の
方
法
と
同
じ
で
す
ね
。

良
い
面
、
悪
い
面
含
め
て
展
示
を
通
じ
て
本
人
に
変
化
が

あ
っ
た
の
で
す
ね
。

父　

弟
も
お
兄
ち
ゃ
ん
の
作
品
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
嬉

し
か
っ
た
み
た
い
。

母　

そ
れ
が
一
番
大
き
い
か
も
。
私
た
ち
は
そ
ん
な
に
変

わ
ら
な
い
け
ど
。

父　

本
人
は
障
害
が
あ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
弟
か
ら
す
る
と

ど
こ
か
馬
鹿
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

母　

嫌
い
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
、
弟
で
い
た
く
な
い
と
い

う
思
い
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
し
た
ね
。
家
の
中
で
は
大

事
に
し
て
く
れ
る
け
ど
、
外
に
出
た
ら
他
人
で
い
た
い
か

ら
、
例
え
ば
学
生
の
真
ん
中
の
子
は
学
齢
期
で
ず
っ
と
お

兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒
で
。
卒
業
式
で
ひ
っ
く
り
返
っ
た
り
、
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坂　

頑
張
り
ま
す
（
笑
）。
な
ん
だ
か
ん
だ
で
、
近
さ
ん

と
は
付
き
合
い
が
長
い
で
す
よ
ね
。
は
じ
め
て
お
会
い
し

た
の
が
、
自
分
が
前
職
で
助
成
事
業
を
担
当
し
て
い
た
頃

な
の
で
、
多
分
９
年
前
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。

近　

そ
ん
な
に
経
つ
ん
だ
。

坂　

最
初
は
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
（
※
地
域
に
お
け
る
障
害
児
等

支
援
の
必
要
な
学
齢
期
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
就
労
体

験
な
ど
を
行
い
地
域
と
の
関
係
性
の
醸
成
や
本
人
の
成
長

を
促
す
活
動
）
で
の
関
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
毎
年
新
た
な
取
り
組
み
が
。

近　

前
年
と
全
く
同
じ
年
っ
て
の
は
な
い
ね
。
ま
た
、
地

域
活
動
を
し
て
い
る
と
自
然
と
声
が
か
か
る
ん
だ
わ
。
生

ま
れ
育
っ
た
地
域
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ

る
し
。

坂　

近
さ
ん
と
話
を
し
て
い
る
と
単
純
に
友
達
が
多
い
な

と
。

近　

基
本
的
に
、
自
分
に
害
を
与
え
な
い
人
と
は
付
き
合

う
よ
（
笑
）。
害
を
与
え
る
人
は
ダ
メ
。

坂　

さ
す
が
で
す
ね
。自
分
に
は
絶
対
に
真
似
で
き
な
い
。

そ
ん
な
様
々
な
方
と
地
域
で
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
ま
す

が
、
き
っ
か
け
は
何
か
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

近　

地
域
と
関
わ
っ
て
嬉
し
い
と
思
え
た
こ
と
に
尽
き
る

ね
。
個
人
的
な
話
を
す
る
と
息
子
が
２
人
い
て
、
２
人
と

も
重
度
の
自
閉
症
。
ま
あ
、
な
か
な
か
家
族
当
事
者
で
な

い
と
分
か
ら
な
い
苦
労
が
あ
り
ま
す
（
笑
）。
昔
は
、
そ

う
い
っ
た
話
を
隠
す
っ
て
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
け
ど
積
極
的
に

新
潟
県
内
で
福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
い
つ
の

間
に
か
出
会
っ
て
い
る
。

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
』
代
表
理
事
の

近
さ
ん
は
そ
ん
な
方
で
す
。
様
々
な
方
が
近
さ
ん
を
媒
介

に
出
会
い
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
の
創
作

活
動
を
は
じ
め
た
ら
、
そ
の
領
域
が
ぐ
ん
ぐ
ん
と
広
が
っ

て
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

大
き
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少

し
ず
つ
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
近
さ
ん
。

次
な
る
展
望
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

坂　

展
示
会
を
間
近
に
控
え
て
い
る
中
で
お
時
間
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
近
は
毎
週
の
よ
う
に
近

さ
ん
と
お
会
い
し
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
て
改
め
て
顔
を

合
わ
せ
る
の
は
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
す
。

近　

い
や
い
や
、
展
示
会
は
他
人
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。

後
で
、
諸
々
話
し
し
よ
っ
て
（
笑
）。

嬉
し
か
っ
た

近
：
近
守

坂
：
坂
野
健
一
郎

一
つ
ひ
と
つ
の
小
さ
な
変
化
を
大
切
に

近 

守
（
N
P
O
法
人
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
代
表
理
事
）

坂
野 

健
一
郎
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

話
し
手

聞
き
手

向
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、あ
る
時
、

百
貨
店
で
息
子
の
書
が
飾
ら
れ
て
。
単
純
に
嬉
し
か
っ
た

ね
。
良
い
字
だ
ね
と
作
品
自
体
の
評
価
を
も
ら
っ
た
の
も

嬉
し
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
以
上
に
息
子
が
書
を
通
じ

て
地
域
と
関
わ
れ
た
と
い
う
か
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
ど

ん
ど
ん
外
に
出
て
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

坂　

な
る
ほ
ど
。
そ
れ
が
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
や
『
ア
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
新
潟
』
の
原
動
力
だ
と
。
で
も
、
近
さ
ん
は
当
事
者

の
家
族
と
し
て
様
々
な
活
動
を
生
み
だ
し
て
い
ま
す
が
、

あ
ま
り
息
子
さ
ん
を
前
面
に
出
し
て
い
な
い
で
す
よ
ね
？

近　

も
ち
ろ
ん
、
息
子
の
た
め
と
い
う
思
い
で
様
々
な
活

動
に
は
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
で
も
、
息
子
だ
け
に
焦
点

を
当
て
る
と
特
殊
な
話
に
な
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
。
別
に
意

図
し
て
い
た
訳
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
多
分
活
動
が
広
が
っ
た

理
由
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
う
。
な
ん
と
な
く
、
息
子
の
絵

が
展
示
さ
れ
た
経
験
を
通
じ
て
、
同
じ
よ
う
に
出
番
や
場

を
求
め
て
い
る
親
や
本
人
が
相
当
数
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

坂　

創
作
の
場
で
す
ね
。
５
月
か
ら
で
し
た
っ
け
？

近　

そ
う
そ
う
。
や
る
度
に
人
数
が
増
え
て
る
ね
。
凄
い

で
す
わ
。
月
に
１
回
開
催
し
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
次
の
１

ヶ
月
を
楽
し
み
に
す
る
人
の
輪
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
も

っ
と
や
っ
て
く
れ
と
い
う
声
も
あ
る
け
ど
、
物
足
り
な
い

ぐ
ら
い
が
丁
度
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

坂　

創
作
の
場
は
ど
う
い
う
経
緯
で
や
ろ
う
と
思
い
つ
い

た
ん
で
す
か
？

近　

単
純
に
居
場
所
が
な
い
人
が
多
い
で
し
ょ
と
（
笑
）。

そ
ん
な
声
が
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
や
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
、
ま
た
自

治
会
で
の
活
動
の
中
か
ら
自
然
と
聞
こ
え
て
き
た
ん
で
す

よ
。
人
そ
れ
ぞ
れ
暮
ら
し
方
は
違
う
ん
だ
け
ど
、
何
か
し

と
い
う
こ
と
が
直
感
で
分
か
っ
た
。
そ
う
し
た
同
じ
思
い

を
持
っ
た
人
と
つ
な
が
り
た
い
と
も
思
っ
た
し
、
何
か
救

え
る
場
を
作
り
た
い
な
と
。

坂　

そ
の
共
感
の
場
や
救
え
る
場
を
、
就
労
と
ア
ー
ト
と

い
う
誰
も
が
共
通
す
る
テ
ー
マ
で
つ
な
げ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

近　

あ
ま
り
深
く
は
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
け
ど
、
両
方

と
も
あ
く
ま
で
手
段
っ
て
感
じ
。
結
果
と
し
て
障
害
の
あ

る
方
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
れ
ば
い
い
な
と
。
今
後
は
そ

の
先
の
、
出
口
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て

ま
す
。

坂　
『
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
』
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、

本
当
に
様
々
な
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
ね
。
昨
年
度
、
会

場
を
真
上
か
ら
眺
め
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
一
般
の
方
も

滞
在
時
間
が
長
い
と
言
い
ま
す
か
、
何
度
も
同
じ
空
間
を

ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
て
滞
留
し
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

近　

だ
っ
て
、
障
害
者
だ
け
で
な
く
一
般
も
居
場
所
な
ん

て
な
い
っ
し
ょ
（
笑
）。
自
由
に
い
て
も
い
い
ん
だ
っ
て

空
間
は
あ
る
よ
う
で
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
と
は
、

同
年
代
や
昔
っ
か
ら
の
知
人
も
い
つ
の
間
に
か
病
ん
で

て
、
そ
う
し
た
連
中
が
自
然
と
や
っ
て
く
る
ん
だ
わ
。
夜

遅
く
な
っ
た
ん
で
、
帰
れ
と
い
っ
て
も
帰
ら
な
い
。
そ
し

て
、
次
の
日
の
早
朝
か
ら
ま
た
会
場
に
来
る
（
笑
）。

坂　

ま
さ
し
く
居
場
所
で
す
ね
。

近　

居
場
所
と
言
え
ば
、
今
年
度
か
ら
は
展
示
会
ほ
ど
大

が
か
り
で
は
な
い
誰
も
が
参
加
で
き
る
場
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

創
作
の
場
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ら
の
事
情
で
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
求
め
て
い
る
方
は
多

い
。

坂　

ど
ん
な
方
が
来
ら
れ
て
い
ま
す
？

近　

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
色
ん
な
方
が
来
て
い
ま
す

ね
。
男
性
も
女
性
も
、
高
齢
者
も
子
ど
も
も
、
働
い
て
い

る
人
も
い
な
い
人
も
。

坂　

意
図
し
て
い
た
以
上
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す

ね
。

近　

福
祉
施
設
も
や
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
て
、
な
か
な

か
創
作
も
含
め
て
余
暇
の
時
間
を
作
れ
な
い
し
、
一
般
の

方
も
色
々
と
抱
え
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
ん
な
人
た
ち
が

こ
こ
に
い
て
も
い
い
ん
だ
よ
と
、
安
心
で
き
る
場
を
作
り

た
か
っ
た
か
ら
。

坂　

上
越
市
で
も
来
年
度
は
創
作
の
場
を
は
じ
め
ま
す
。

近　

全
県
で
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
き
た
い
ね
。
あ
と
は
似

た
よ
う
な
取
り
組
み
な
ん
だ
け
ど
寺
や
神
社
を
巻
き
込
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
わ
。

坂　

寺
も
神
社
も
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
場
所
で
、
元
々

人
が
集
ま
る
場
で
す
よ
ね
。

近　

そ
う
。
そ
ん
な
地
域
の
人
が
集
う
場
所
で
、
小
さ
な

展
示
会
や
創
作
の
場
を
ど
ん
ど
ん
開
催
し
て
い
き
た
い
な

と
。
小
千
谷
市
で
今
回
展
示
を
し
て
と
て
も
良
い
空
間
が

で
き
た
ん
だ
よ
。
入
館
料
は
有
料
に
し
た
ん
だ
け
ど
結
構

来
館
者
が
い
て
、
や
っ
ぱ
り
寺
で
間
違
い
な
い
と
（
笑
）。

坂　

子
ど
も
の
頃
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
寺
に
行
っ
て

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
地
域
の
方
が
だ
い
た
い
集
ま
っ
て

い
て
み
ん
な
で
念
仏
を
唱
え
て
ま
し
た
。

近　

小
さ
な
展
示
会
や
創
作
の
場
は
、
ど
こ
と
な
く
元
々

寺
や
神
社
が
も
っ
て
い
た
機
能
と
似
て
い
る
気
が
す
る
ん

だ
よ
ね
。

坂　

確
か
に
地
域
で
い
つ
の
間
に
か
生
ま
れ
て
い
た
公
共

の
場
み
た
い
な
性
質
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

螺
旋
の
よ
う
に

坂　

そ
れ
に
し
て
も
、
今
年
度
も
新
た
な
取
り
組
み
を
た

く
さ
ん
し
ま
し
た
よ
ね
。
特
に
『
あ
し
た
の
星
☆
』。
舞

台
芸
術
に
お
け
る
公
開
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
非
常
に
大
き

な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

近　

い
や
ー
、
問
合
せ
か
ら
ま
い
っ
た
ね
。
相
談
支
援
の

大
変
さ
が
身
に
沁
み
ま
し
た
（
笑
）。
結
果
40
組
も
の
申

込
が
あ
っ
た
し
、
こ
れ
は
続
け
て
い
き
た
い
ね
。
自
分
を

表
現
し
た
い
と
い
う
方
の
思
い
に
全
部
は
応
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
け
ど
、
出
来
る
限
り
カ
バ
ー
し
て
い
き
た
い
。

坂　

久
し
ぶ
り
で
し
た
よ
。
主
催
者
も
含
め
み
ん
な
が
楽

し
い
事
業
。

近　

次
は
高
齢
者
や
子
ど
も
か
ら
も
積
極
的
に
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
ね
。

坂　

ご
長
寿
ク
イ
ズ
み
た
い
な
の
、
面
白
い
と
思
い
ま
す

よ
。
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

近　

怒
ら
れ
る
ま
で
や
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
（
笑
）。

坂　

あ
と
は
公
開
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
入
賞
し
た
方
は

本
当
に
嬉
し
そ
う
で
し
た
ね
。

近　

単
純
に
、
明
確
に
褒
め
ら
れ
た
と
い
う
経
験
が
な
い

ん
だ
と
思
う
。
な
ん
と
な
く
良
い
は
あ
っ
て
も
、
表
彰
さ

れ
た
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
次
年
度
は
色
々
な
賞
を
作
り
た

い
ね
。
ク
オ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
評
価
と
は
別
の
枠
の
。

坂　

少
し
福
祉
の
現
場
と
も
似
て
ま
す
ね
。

近　

福
祉
の
現
場
も
と
て
も
素
晴
ら
し
い
実
践
を
し
て
い

る
け
ど
、
中
々
評
価
が
上
が
っ
て
こ
な
い
よ
ね
。
も
っ
と

現
場
サ
イ
ド
か
ら
楽
し
さ
を
発
信
し
て
い
か
な
い
と
。
色

ん
な
賞
を
作
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
（
笑
）。

坂　

清
拭
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
や
、
排
泄
介
助
マ
ス
タ
ー
み
た

い
な
（
笑
）。
優
れ
た
介
護
技
術
で
あ
る
と
と
も
に
、
立

派
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
ね
。

近　

そ
う
そ
う
。
障
害
の
あ
る
方
が
創
作
活
動
に
打
ち

込
む
姿
や
で
き
て
い
く
過
程
自
体
が
ア
ー
ト
な
よ
う
に
、

日
々
何
気
な
く
や
っ
て
い
る
福
祉
の
実
践
自
体
が
ア
ー
ト

だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
る
と
楽
し
い
と
思
う
。

坂　

確
か
に
。
自
分
も
今
年
度
の
法
人
の
新
任
者
と
一
緒

に
、10
年
ぶ
り
ぐ
ら
い
に
介
護
技
術
を
学
ん
だ
の
で
す
が
、

リ
ネ
ン
交
換
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
か
っ
こ
良
か
っ
た
で
す
。

近　

そ
う
し
た
感
覚
を
現
場
レ
ベ
ル
で
養
う
上
で
も
福
祉

で
文
化
芸
術
を
や
っ
て
い
く
意
義
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

や
り
た
い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
迷
う
こ
と
が
悩
み
で
す
わ
。

教
材
用
の
映
画
も
作
り
た
い
。

坂　

次
は
、
鑑
賞
支
援
の
取
り
組
み
で
す
ね
。
今
回
、
近

さ
ん
か
ら
の
提
案
で
一
緒
に
取
り
組
め
て
良
か
っ
た
で

す
。
登
壇
者
側
と
し
て
、聾
者
が
出
ら
れ
る
際
の
配
慮
や
、

伝
え
た
い
こ
と
の
情
報
の
精
査
な
ど
本
当
に
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

近　

こ
れ
も
き
っ
か
け
が
あ
っ
て
ね
。
長
く
な
る
の
で
割

愛
し
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
生
き
て
い
く
っ
て
色
ん
な
配
慮

が
必
要
な
ん
だ
よ
。
気
づ
き
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

ぐ
る
ぐ
る
や
っ
て
い
て
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
っ
て
こ
と
は

な
い
ん
さ
。

坂　

螺
旋
で
す
ね
。自
分
は
螺
旋
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
、

真
上
か
ら
見
る
と
単
な
る
円
で
す
が
、
側
面
か
ら
見
る
と

拡
が
っ
た
り
狭
ま
っ
た
り
し
て
い
る
。
日
常
の
中
に
も
少

し
ず
つ
変
化
が
あ
っ
て
。

近　

そ
う
や
っ
て
、
少
し
ず
つ
真
上
か
ら
見
た
円
が
大
き

く
な
っ
て
い
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

坂　

実
際
、『
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
』
も
今
年
度
法
人

化
し
て
、
次
年
度
は
創
作
活
動
だ
け
で
な
く
施
設
の
経
営

も
始
め
ま
す
。
活
動
の
規
模
も
今
ま
で
と
は
大
き
く
変
わ

り
ま
す
が
、
最
後
に
あ
え
て
事
業
を
は
じ
め
た
理
由
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

近　

一
言
、
戻
っ
て
こ
れ
る
場
所
を
作
り
た
か
っ
た
ん
だ

よ
ね
。
間
近
で
一
般
就
労
が
続
か
な
く
て
引
き
こ
も
っ
て

し
ま
っ
た
人
や
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
く
て
生
活

が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
を
い
っ
ぱ
い
見

て
き
た
か
ら
。
さ
す
が
に
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
じ
ゃ
救

え
な
い
で
し
ょ
。
だ
か
ら
安
心
し
て
戻
っ
て
こ
れ
る
場
所

を
制
度
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
簡

単
で
は
な
い
け
ど
、
地
域
に
点
在
す
る
仕
事
を
も
ら
っ
て

活
躍
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
信
を
取
り
戻
す
よ
う
な
仕
組

み
を
作
り
た
い
な
と
。

坂　

元
気
と
安
心
と
余
暇
と
文
化
。
生
活
が
豊
か
に
な
る

要
素
、
盛
沢
山
で
す
ね
。

近　

話
し
た
い
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
長
く
な
る
っ

け
、
別
の
機
会
に
諸
々
相
談
さ
せ
て
（
笑
）。
明
後
日
か

ら
の
展
示
作
業
、
頑
張
ろ
っ
て
。

近　

ち
ょ
っ
と
だ
け
当
事
者
の
親
と
し
て
の
立
場
か
ら
話

を
し
て
も
い
い
？

坂　

ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
。

近　

こ
の
歳
に
な
っ
て
、
自
分
も
体
力
の
衰
え
も
感
じ
て

い
ま
す
。
展
示
の
準
備
や
ら
こ
こ
数
日
忙
し
く
て
。
目
の

当
た
り
も
自
律
神
経
が
や
ら
れ
た
の
か
ピ
ク
ピ
ク
し
て
ま

す
わ
（
笑
）。
ふ
と
し
た
時
に
自
分
が
倒
れ
た
ら
と
思
う

こ
と
が
増
え
た
ね
。

坂　

近
さ
ん
が
倒
れ
た
ら
家
族
的
に
は
ア
ウ
ト
で
す
か
？

近　

完
全
に
ア
ウ
ト
だ
ね
。
今
の
ま
ま
っ
て
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
当
事
者
の
親
以
上
に
、
家
族
の
支
え
手
と
し
て

の
役
割
が
大
き
い
か
ら
。

坂　

当
事
者
本
人
に
合
わ
せ
て
、
親
や
家
族
の
支
援
も
重

要
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
横
断
的
に
様
々
な
方
を
支
え
ら
れ

る
仕
組
み
が
必
要
で
す
ね
。

近　

そ
れ
を
制
度
で
ガ
チ
ガ
チ
に
や
っ
て
も
、
大
体
は
漏

れ
が
出
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
漏
れ
を
緩
く
カ
バ
ー
し
て

い
く
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ア
ー
ト
や
創
作
の
場
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

坂　

障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

は
、
当
事
者
本
人
以
上
に
そ
の
周
り
に
い
る
方
に
も
良
い

方
向
に
作
用
し
て
い
く
と
。

近　

そ
う
思
い
ま
す
。
百
貨
店
で
息
子
の
書
を
飾
っ
て
も

ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
も
ん
ね
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
展

示
会
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
本
人
以
上
に
家
族
や
施
設

の
職
員
が
は
し
ゃ
い
で
る
場
面
に
多
く
出
く
わ
し
ま
し

た
。
そ
う
し
た
喜
び
や
楽
し
さ
で
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い

ね
。
当
事
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
親
や
周
り
が
元
気
で
い

な
き
ゃ
。
純
粋
に
良
い
と
思
い
ま
す
。
笑
顔
と
か
優
し
さ

だ
け
じ
ゃ
な
く
、
み
ん
な
が
元
気
（
笑
）。
倒
れ
た
ら
お

し
ま
い
だ
も
の
。

坂　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
な
か
な
か
制

度
上
で
は
、
元
気
が
出
る
場
所
を
作
り
ま
す
と
言
っ
て
も

担
当
窓
口
も
呆
気
に
と
ら
れ
ま
す
ね
。
そ
も
そ
も
ど
こ
が

窓
口
か
さ
え
分
か
ら
な
い
（
笑
）。

近　

そ
う
な
ん
だ
よ
ね
。
怪
し
い
し
。
で
も
実
際
、
多
く

の
人
が
元
気
、
出
て
い
る
ん
だ
よ
。
誰
か
の
元
気
を
吸
い

取
っ
て
、
片
一
方
が
弱
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
く
み
ん
な
が
元

気
に
な
っ
て
い
る
気
が
す
る
。

坂　

で
も
近
さ
ん
は
吸
い
取
ら
れ
て
る
時
、
あ
り
ま
す
よ

ね
（
笑
）。

近　

バ
レ
て
た
（
笑
）。
１
日
、
話
を
聞
い
て
い
る
と
さ

す
が
に
干
か
ら
び
る
っ
て
。

親
や
周
り
が
元
気
で
い
な
き
ゃ
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坂　

今
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
で
す
ね
。
僕
か
ら
で
す
が

チ
ョ
コ
を
ど
う
ぞ
（
取
材
時
は
Ｈ
30
年
2
月
14
日
）。

肥　

ま
さ
か
、
今
日
は
じ
め
て
の
チ
ョ
コ
を
男
性
か
ら
も

ら
う
と
は
ね
（
笑
）。

坂　

せ
っ
か
く
な
の
で
（
笑
）。
こ
ん
な
緩
さ
で
今
日
は

お
話
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
、『
ま
ち
ご

と
美
術
館
』
を
通
じ
て
新
潟
県
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
障

害
の
あ
る
方
の
絵
画
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
福
祉

の
現
場
で
は
な
く
、
一
般
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
や
寿
司
屋
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
。
新
潟
が
誇
る
べ
き
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
始
め
た
き
っ
か
け
は

な
ん
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

肥　

い
き
さ
つ
は
、
う
ち
の
会
社
は
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
実
は
障
害
の
あ
る
方
の
一

般
就
労
の
場
は
私
た
ち
の
業
界
な
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
元
々
関
り
は
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
方
は
施
設

で
働
い
て
い
る
と
。
行
っ
た
施
設
に
た
ま
た
ま
絵
が
あ
っ

て
、
単
純
に
凄
い
な
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。

坂　

も
と
も
と
肥
田
野
さ
ん
は
ア
ー
ト
が
好
き
だ
っ
た
ん

で
す
か
？

肥　

若
干
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
絵
を
買
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ん
で
す
よ
。
怪
し
い
お
じ
さ
ん
か
ら
（
笑
）。
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
食
う
か
と
か
エ
サ
も
出
さ
れ
て
。
確
か
50
万
円
ぐ
ら

い
で
買
っ
た
ん
で
す
よ
。
戻
っ
て
か
ら
こ
う
い
っ
た
絵
を

持
っ
て
い
る
と
ネ
ッ
ト
に
流
し
た
ら
、
す
ぐ
に
画
商
が
飛

ん
で
き
て
。
い
く
ら
で
買
い
ま
し
た
か
と
聞
か
れ
た
ん
で
、

100
万
と
言
っ
た
ら
即
決
現
金
で

100
万
払
っ
て
い
き
ま
し
た

（
笑
）。

坂　

肥
田
野
さ
ん
に
は
確
た
る
審
美
眼
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
（
笑
）。

肥　

同
じ
よ
う
に
施
設
に
あ
っ
た
絵
が
純
粋
に
良
い
な

単
純
に
凄
い
と
思
っ
た
。

障
が
い
が
あ
る
方
の
作
品
を
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
障
が
い
が
あ
る
方
と
様
々
な
ヒ
ト
･
コ

ト
･
モ
ノ
を
つ
な
げ
て
い
る
『
ま
ち
ご
と
美
術
館

c
o
t
o
c
o
t
o
』。

新
潟
県
内
で
瞬
く
間
に
活
動
が
広
が
り
、
今
で
は
全

国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。
悩

み
は
常
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
作
品
が
品
薄
な
こ
と
。

今
回
は
、
仕
掛
け
人
で
あ
る
株
式
会
社
バ
ウ
ハ
ウ
ス

の
肥
田
野
正
明
代
表
取
締
役
に
現
在
の
状
況
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

肥
：
肥
田
野
正
明

高
：
高
橋
亜
紀

菅
：
坂
野
健
一
郎

ま
ち
ご
と　

ま
る
ご
と　

彼
ら
の
い
ば
し
ょ

肥
田
野 

正
明
（（
株
）
バ
ウ
ハ
ウ
ス
代
表
取
締
役
）

高
橋 

亜
紀
（
ま
ち
ご
と
美
術
館
）

坂
野 

健
一
郎
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

話
し
手

聞
き
手

と
。
そ
の
あ
と
、
結
構
時
間
は
経
っ
た
ん
だ
け
ど
朧
げ
に

絵
を
レ
ン
タ
ル
で
き
た
ら
い
い
な
と
い
う
考
え
が
。
で
も

一
人
じ
ゃ
で
き
な
い
な
と
。

坂　

な
ん
で
レ
ン
タ
ル
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
か
。

肥　

忘
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
潜
在
的
に
あ
っ
た
の
が

自
分
の
前
職
が
リ
ー
ス
業
だ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
が
グ

リ
ー
ン
リ
ー
ス
。
鉢
を
貸
す
こ
と
が
商
売
に
な
る
な
ら
絵

も
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
（
笑
）。
販
売
に
し
な
か
っ
た
の
は
、

永
続
的
な
仕
組
み
が
作
れ
な
い
こ
と
と
、
購
入
は
ち
ょ
っ

と
敷
居
が
高
い
か
な
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

坂　

12
月
の
に
い
が
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
話
が
印
象
的

で
、
１
か
月
３
，
０
０
０
円
で
あ
れ
ば
97
％
の
社
長
が
借

り
る
と
。
も
う
、
だ
い
た
い
の
社
長
が
借
り
る
と
い
う
こ

と
を
前
提
に
事
業
ス
キ
ー
ム
を
作
っ
た
と
い
う
話
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。

肥　

53
％
ね
（
笑
）。
97
％
の
社
長
は
こ
の
事
業
は
良
い

事
業
だ
と
。

坂　

失
礼
し
ま
し
た
。
そ
し
て
リ
サ
ー
チ
結
果
の
と
お
り

広
が
り
を
見
せ
て
。

肥　

そ
う
な
ん
で
す
。
な
ん
で
だ
ろ
う
。
や
っ
ぱ
り
福
祉

の
市
場
以
外
も
見
据
え
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
自

分
の
立
ち
位
置
と
し
て
は
、
経
済
人
な
の
で
付
き
合
い
も

そ
う
い
っ
た
方
達
が
多
い
で
す
。
そ
の
人
か
ら
見
て
、
こ

の
絵
が
ど
う
感
じ
る
か
と
い
う
こ
と
が
な
ん
と
な
く
分
か

る
。
こ
の
間
も
、
パ
ン
家
か
ら
こ
の
絵
、
借
り
る
わ
と
。

坂　

ま
さ
し
く
、
福
祉
の
つ
な
が
り
方
じ
ゃ
な
い
で
す
ね

（
笑
）。
福
祉
側
で
も
ア
ー
ト
リ
ー
ス
を
や
っ
て
い
る
事

業
所
は
い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、『
ま
ち
ご
と
美
術
館
』

の
広
が
り
は
本
当
に
モ
デ
ル
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
貸
し

手
が
増
え
て
い
て
も
、
借
り
手
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
と
い
う
の
が
課
題
で
す
。

肥　

羨
ま
し
い
（
笑
）。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹
介
し
て
ほ

し
い
で
す
よ
。
広
が
っ
て
い
る
の
は
、
民
の
サ
ー
ビ
ス
だ

と
割
り
切
っ
て
い
る
こ
と
で
す
か
ね
。
反
対
に
福
祉
や
公

共
サ
ー
ビ
ス
で
や
る
べ
き
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
の

ア
ー
ト
リ
ー
ス
を
や
っ
て
み
て
、
そ
の
中
間
は
難
し
い
な

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
会
社
な
ん
か
で
も
理
念
な
く
Ｃ

Ｓ
Ｒ
と
し
て
福
祉
と
関
わ
る
と
少
し
い
や
ら
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
間
に
ア
ー
ト
が
入
る
と
、
な
ん
か

そ
の
感
覚
が
な
く
な
る
ん
で
す
。
単
純
に
こ
の
絵
は
良
い

と
。
一
生
懸
命
、
福
祉
に
力
を
入
れ
て
い
る
感
が
な
く
な

世
界
が
変
わ
っ
て
い
く

坂　

実
際
、
こ
の
事
業
が
は
じ
ま
っ
て
ど
の
よ
う
な
反
響

が
あ
り
ま
す
か
？

肥　

報
告
書
を
作
っ
た
ん
で
ち
ょ
っ
と
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

坂　

関
わ
っ
た
人
５
８
，
０
０
０
人
！！
。
凄
い
規
模
で
す

ね
。
展
示
会
以
上
の
効
果
が
あ
り
ま
す
よ
。

肥　

例
え
ば
、
企
業
の
社
長
ク
ラ
ス
は
教
養
人
が
多
い
の

で
ア
ー
ト
も
好
き
な
ん
で
す
よ
。
た
だ
、
末
端
の
社
員
に

は
中
々
伝
わ
ら
な
い
。
で
も
、
だ
ん
だ
ん
と
こ
の
絵
は
誰

が
描
い
た
ん
で
す
か
と
社
員
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
絵
の
魅
力
に
気
付
い
て
く
れ
た

ん
で
す
ね
。

坂　

そ
こ
か
ら
間
接
的
に
福
祉
の
理
解
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
よ
ね
。

肥　

そ
う
な
ん
で
す
よ
。
結
構
お
互
い
が
良
い
感
じ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
例
え
ば
、
あ
る
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
県
下
複
数
の
店
舗
で
絵
画
を
展
示

る
ん
で
す
。

坂　

ア
ー
ト
の
力
っ
て
そ
う
い
っ
た
部
分
を
一
気
に
乗
り

越
え
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
福
祉
は
大
変
そ
う
だ
と
か
か
わ

い
そ
う
だ
と
か
じ
ゃ
な
く
て
、
単
純
に
面
白
い
ね
･
明
る

い
ね
、
そ
も
そ
も
良
い
絵
だ
と
。

肥　

良
い
と
こ
ろ
を
売
り
に
し
て
、
ど
ん
ど
ん
儲
け
た
方

が
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
作
れ
る
の
に
。
福
祉
の
文
脈
も

よ
う
や
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
若
干
儲
け
る

こ
と
が
悪
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
儲
け
ち
ゃ
だ
め
だ
か
ら

公
的
資
金
を
く
れ
と
（
笑
）。
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し
て
い
る
の
で
す
が
、
絵
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
店
舗
を
は
し
ご
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
話
も
聞
き
ま
し
た
（
笑
）。
企
業
の
社
長
に

絵
の
説
明
を
す
る
と
き
は
、
い
つ
も
新
た
な

客
が
来
ま
す
よ
と
。
そ
う
し
た
お
互
い
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
事
例
の
デ
ー
タ
を
集
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

坂　

現
に
学
生
さ
ん
に
も
い
ま
す
よ
。『
ま
ち

ご
と
美
術
館
』
が
き
っ
か
け
で
福
祉
に
興
味

持
ち
ま
し
た
っ
て
子
が
。
展
示
会
の
設
営
の

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
り
。
本
当
に
肥
田

野
さ
ん
の
お
陰
で
す
（
笑
）。
学
校
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

肥　

特
に
小
学
校
に
。
凄
く
盛
り
上
が
り
ま
す
よ
。
絵
を

見
せ
た
瞬
間
に
、
こ
れ
凄
い
色
だ
ね
と
か
誰
が
描
い
て
い

る
の
と
か
質
問
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。
み
ん
な
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

坂　

自
分
は
も
と
社
協
に
い
た
ん
で
す
け
ど
、
彼
ら
も
学

生
に
対
し
て
福
祉
教
育
を
や
っ
て
い
ま
す
。
色
々
内
容
は

マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
し
つ
つ
も
、
結
果
と
し
て
ア
イ
マ
ス

ク
や
高
齢
者
の
疑
似
体
験
に
落
ち
着
い
て
し
ま
う
。
福
祉

を
理
解
し
て
と
い
う
お
願
い
に
し
か
な
ら
な
い
。
伝
わ
ら

な
い
ん
で
す
よ
ね
、
福
祉
の
魅
力
が
。

肥　

魅
力
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
理
解
の
促
し
だ
よ
ね
。

坂　

大
変
だ
ね
、
か
わ
い
そ
う
だ
ね
、
で
も
頑
張
っ
て
い

る
ん
だ
ね
に
つ
な
が
る
と
。
自
分
た
ち
で
福
祉
を
や
り
た

い
な
ん
て
思
わ
な
い
で
す
よ
。
心
が
動
く
絵
を
１
枚
見
せ

た
方
が
心
が
明
る
く
な
る
よ
な
と
個
人
的
に
は
思
い
ま

す
。

肥　

総
合
学
習
に
こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
絶
対
に
良
い
と
思

う
。
悲
壮
感
と
い
う
か
、
な
ん
か
そ
う
い
う
暗
い
イ
メ
ー

ジ
が
全
然
な
く
て
、
こ
ど
も
の
食
い
つ
き
方
が
凄
い
で
す

よ
。

坂　

他
に
『
ま
ち
ご
と
美
術
館
』
と
つ
な
が
り
た
い
と
い

う
話
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

肥　

高
橋
さ
ん
の
方
で
、
何
か
聞
い
て
い
る
？

高　

面
白
い
も
の
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ
に
飾
り
た

い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

坂　

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
と
も
つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。
将
来

的
に
絵
画
付
き
の
家
を
販
売
し
ま
す
と
か
。

高　

そ
う
い
っ
た
話
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
輝
く
場
も
増
え
て
い
き
ま
す
ね
。
障
害
者
で
は
な

く
、
作
家
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
も
自
然
と
で
き
て
い
く
よ

う
な
、
そ
ん
な
時
代
が
近
い
未
来
に
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

肥　

半
面
、
活
動
が
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど
障
害
の
あ
る

方
の
創
作
活
動
を
食
い
物
に
し
て
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

声
も
増
え
て
き
そ
う
で
ち
ょ
っ
と
だ
け
心
配
し
て
い
ま

す
。

坂　

絶
対
増
え
て
き
ま
す
よ
。
そ
れ
も
本
人
や
家
族
と
は

か
け
離
れ
た
場
所
で
。
も
し
か
し
た
ら
福
祉
の
専
門
職
か

ら
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
で
も
な
い
限
り
大
体
は
嫉
妬
の
声
で
し
か
な
い
の
で
気

に
し
な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す（
笑
）。
理
念
が
間
違
っ

て
な
け
れ
ば
、
事
業
の
多
少
の
失
敗
は
あ
っ
て
も
方
向
性

は
ぶ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

肥　

我
々
、
民
間
ベ
ー
ス
で
で
き
る
こ
と
を
恐
れ
ず
に
ど

ん
ど
ん
や
っ
て
い
き
た
い
ね
。

公
的
資
金
で
や
る
べ
き
こ
と

坂　

反
面
、
我
々
が
実
施
し
て
い
る
障
害
者
芸
術
文
化
活

動
普
及
支
援
事
業
は
、
公
的
資
金
で
実
施
し
て
い
る
事
業

で
す
が
、
税
金
を
使
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
や
る
べ
き
こ
と

･
期
待
す
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

肥　

そ
う
で
す
ね
。
自
分
の
中
で
は
割
と
は
っ
き
り
し
て

い
ま
す
。
新
た
な
取
り
組
み
･
先
駆
的
な
事
業
で
あ
る
こ

と
を
前
提
に
、
そ
れ
が
し
っ
か
り
と
残
る
事
業
に
し
て
い

く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
一
過
性
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

地
域
に
何
が
残
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
表
れ
る
か
を
評

価
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
。
補
助
が
終
わ
っ
た

か
ら
事
業
が
打
ち
切
り
に
な
る
の
で
は
な
く
、
公
的
資
金

を
入
れ
て
ま
で
必
要
な
事
業
だ
か
ら
こ
そ
永
続
的
な
仕
組

み
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

坂　

必
要
な
事
業
だ
か
ら
こ
そ
、
残
す
仕
組
み
を
作
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
。
自
分
の
前
職
で
は
そ
う
い
っ
た

ケ
ー
ス
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
の
で
痛
い
ほ
ど
分
か
り
ま
す

（
笑
）。
補
助
が
消
え
て
い
っ
た
瞬
間
、
ど
ん
ど
ん
事
業
が

な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
。

肥　

そ
う
そ
う
。
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
そ
の

あ
た
り
ど
う
考
え
て
ま
す
？

坂　

ち
ょ
っ
と
考
え
方
か
ら
す
る
と
違
う
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
な
く
て
も
ま
わ
る
仕
組

み
づ
く
り
を
で
き
た
ら
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
重
点
的
に

考
え
て
い
る
の
は
２
つ
あ
っ
て
、
１
つ
は
自
由
に
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
創
作
の
場
づ
く
り
。
も
っ
と
厳
密
に

言
え
ば
創
作
の
場
を
通
じ
た
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
各
地
に

広
げ
て
い
く
こ
と
。
も
う
１
つ
は
人
材
育
成
に
尽
き
る
と

思
い
ま
す
。
人
は
残
り
ま
す
か
ら
。

肥　

創
作
の
場
は
、
結
構
広
が
っ
て
き
て
い
る
よ
ね
。
色
々

な
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
材
育
成
ね
…
。
確
か

に
そ
う
な
ん
だ
け
ど
、
一
言
で
人
材
育
成
と
言
っ
て
も
色
々

あ
る
よ
ね
。
ど
ん
な
人
物
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
？

坂　

ぐ
い
ぐ
い
き
ま
す
ね
（
笑
）。
す
み
ま
せ
ん
、
福
祉

の
色
が
強
く
な
り
ま
す
。
裾
野
か
ら
上
級
ま
で
い
く
つ
か

段
階
的
に
分
か
れ
る
の
で
す
が
、
ま
ず
や
っ
て
い
き
た
い

こ
と
は
学
生
と
施
設
職
員
を
対
象
と
し
た
人
材
育
成
で
す
。

障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
改
め
て
福
祉
の

魅
力
を
再
考
し
た
り
そ
も
そ
も
人
と
接
す
る
こ
と
の
意
義

の
よ
う
な
も
の
を
問
い
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

肥　

学
生
は
結
構
、
興
味
を
持
ち
始
め
て
い
る
よ
ね
。

坂　

肥
田
野
さ
ん
も
何
度
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、

障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
を
拡
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

個
々
に
も
環
境
的
に
も
様
々
な
ヒ
ト
･
コ
ト
･
モ
ノ
を
つ

な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
も
そ

も
福
祉
の
本
来
的
な
仕
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
最
近
は

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
生
を
中
心
に
若
い
世
代
の

方
が
障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
な
ん
か
直
感
で
若
い
方
が
福
祉
の
魅
力
を
感

じ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
嬉
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

肥　

福
祉
の
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
と
。
じ
ゃ
あ
そ
の
先
は
？

坂　

問
い
続
け
る
力
を
持
つ
こ
と
で
す
ね
。
と
て
も
時
間

の
か
か
る
こ
と
で
す
が
。
研
修
を
１
回
や
っ
た
ぐ
ら
い
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
た
だ
、
自
分
の
地
域
を
ど
う
し

て
い
き
た
い
み
た
い
な
答
え
の
な
い
問
い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
続
け
る
よ
う
な
こ
と
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
で
き
る

人
っ
て
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
し
、
現
に
そ
う
い
っ
た
実
践

家
に
自
分
は
憧
れ
ま
す
（
笑
）。

肥　

な
る
ほ
ど
。
そ
う
い
っ
た
現
場
レ
ベ
ル
の
話
も
な
ん

と
な
く
分
か
り
ま
す
。
自
分
と
し
て
は
、
も
っ
と
専
門
性

を
も
っ
た
人
材
育
成
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
。

具
体
的
な
話
を
さ
せ
て
も
ら
う
と
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
し
っ
か
り
と
で
き
る
人
材
育
成
で
す
。
ヒ
ト
･
コ
ト
･

モ
ノ
、
そ
し
て
カ
ネ
を
た
だ
つ
な
げ
る
だ
け
で
な
く
、
う

ま
く
回
せ
る
人
材
も
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
こ
の
『
ま
ち
ご
と
美
術
館
』
だ
っ
て
、
そ
う
い
っ

た
人
材
が
い
れ
ば
自
分
も
本
業
に
集
中
で
き
る（
笑
）。
し
っ

か
り
と
事
業
と
し
て
継
続
性
を
持
た
せ
る
こ
と
の
で
き
る

人
材
は
こ
の
国
の
宝
だ
よ
ね
。

坂　

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
肥
田
野
さ
ん
、
そ
う

し
た
人
材
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
ア
ン
テ
ナ
に
引
っ
か
か
る
よ
う

に
ま
ず
は
下
地
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
最

近
、
こ
の
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
そ
う
な
結
構
大
き
な
話

を
い
た
だ
き
ま
し
て
。

肥　

そ
う
い
う
話
は
大
好
き
（
笑
）。『
ま
ち
ご
と
美
術
館
』

も
県
外
か
ら
も
仕
事
の
依
頼
が
来
て
い
る
状
況
の
中
で
、

既
に
拠
点
が
１
ヵ
所
だ
け
だ
と
限
界
だ
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
協
力
し
て
く
れ
る
人
と
組
ん
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

な
ん
か
も
考
え
て
い
て
。
全
然
儲
か
ら
な
い
こ
と
は
打
算

済
み
で
す
が
（
笑
）。
障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
が
広
が

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
が
成
熟
し
た
り
地
域
の
風
景
が

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
の
で
や

め
ら
れ
な
い
で
す
ね
。
さ
っ
さ
と
動
き
ま
し
ょ
う
よ
。

坂　

そ
の
前
に
報
告
書
に
掲
載
す
る
写
真
を
撮
ら
せ
て
く

だ
さ
い
（
笑
）。
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木　

高
坂
さ
ん
、
紙
飛
行
機
も
あ
る
け
も
さ
、
い
っ
ぱ
い

あ
る
け
も
ど
う
す
る
？

高　

持
っ
て
る
の
？
今
？　

こ
こ
で
見
せ
た
い
？

木　

う
ん
。

菅　

木
村
さ
ん
は
紙
飛
行
機
も
作
る
ん
で
す
か
？

が
ホ
ン
ト
広
い
で
す
よ
ね
。

高　

ぞ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
物
語
が
あ
る
だ
よ
ね
。
舟
と
か

ボ
ー
ト
と
か
も
乗
っ
た
こ
と
あ
る
ん
だ
よ
ね
。

木　

あ
る
あ
る
。
直
江
津
の
海
で
、
も
う
小
さ
い
時
。

菅　

そ
の
時
の
こ
と
を
思
い
だ
し
て
、
こ
の
絵
を
描
い
た

ん
で
す
か
？

木　

そ
う
そ
う
。

菅　

木
村
さ
ん
っ
て
、
今
お
い
く
つ
な
ん
で
し
た
っ
け
？

木　

70
歳
。

高　

ま
も
な
く
2
月
22
日
で
71
歳
。

木　

2
ば
っ
か
。

高　

昭
和
22
年
2
月
22
日
。
覚
え
や
す
い
（
笑
）

菅　

作
品
調
査
に
伺
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
そ
こ
か

ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
忙
し

い
中
、
高
坂
さ
ん
自
身
の
手
で
木
村
さ
ん
の
作
品
を
展
示

す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
き
ま
し
た
ね
。

高　

も
う
ね
、
木
村
さ
ん
の
作
品
を
見
て
ほ
し
い
っ
て
感

じ
で
。あ
と
は
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
る
ご
と
に
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
魅
力
が
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て
き
て
、

他
の
方
々
の
作
品
を
見
て
み
た
い
、
そ
れ
を
周
り
の
人
た

菅　

最
初
に
高
坂
さ
ん
に
お
会
い
し
た
の
っ
て
去
年
の
6

月
。
こ
ち
ら
に
作
品
調
査
に
伺
っ
た
時
で
し
た
よ
ね
。
作

品
を
調
査
し
た
い
と
い
う
電
話
を
受
け
て
、
施
設
の
み
な

さ
ん
の
反
応
は
ど
う
で
し
た
か
？

高　

私
自
身
は
、
こ
こ
の
利
用
者
さ
ん
の
活
動
を
他
の

方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
い
い
機
会
だ
な
と
思
い
ま
し
た

ね
。
絵
を
見
て
る
と
、
私
た
ち
に
は
な
い
感
性
と
か
、
そ

う
い
う
も
の
が
見
て
取
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
！
っ
て
。
初
め
は
、
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
っ
て
言
葉
も
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
言
葉
の
意
味
を
知
っ
て
、
利
用
者
さ
ん
の
生
の
感

性
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
ア
ー
ト
っ
て
こ
と
で
、
そ
れ
は

す
ご
く
魅
力
的
だ
か
ら
、
利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
す
ご

く
い
い
こ
と
だ
な
っ
て
思
っ
て
ま
す
。

菅　

作
品
調
査
に
伺
っ
た
時
、
高
坂
さ
ん
が
す
ご
く
熱
く

木
村
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が

強
く
印
象
に
残
っ
て
ま
す
。

高　

そ
う
そ
う
、
も
う
ね
、
木
村
さ
ん
の
絵
を
ぜ
ひ
見
て

い
た
だ
き
た
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。

菅　

高
坂
さ
ん
は
、
木
村
さ
ん
の
絵
の
魅
力
っ
て
ど
ん
な

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
か
？

高　

や
っ
ぱ
り
カ
ラ
フ
ル
さ
、
丁
寧
さ
。
普
通
の
人
だ
っ

た
ら
選
ば
な
い
配
色
セ
ン
ス
が
素
晴
ら
し
い
！

木　

濃
く
描
く
か
ら
さ
、紙
が
破
け
ち
ゃ
う
。
色
鉛
筆
で
。

高　

あ
と
は
、
木
村
さ
ん
の
中
の
ス
ト
ー
リ
ー
。
思
い
出

と
か
印
象
に
残
っ
た
話
を
絵
を
描
き
な
が
ら
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
と
か
。

木　

そ
ん
な
上
手
じ
ゃ
な
い
け
も
さ
、
他
に
上
手
な
人

い
っ
ぱ
い
い
る
。

高　

謙
虚
だ
ね
～
（
笑
）。
で
も
木
村
さ
ん
に
は
木
村
さ

ん
の
魅
力
が
あ
っ
て
、
他
の
人
に
は
描
け
な
い
絵
な
ん
だ

よ
。

今
年
71
歳
。

子
供
の
頃
の
思
い
出
が
絵
の
原
点

こ
の
魅
力
を
施
設
の
外
に
も
伝
え
た
い
…

職
員
と
し
て
の
熱
き
思
い

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
広
が
っ
た

交
流
と
学
び

昨
年
6
月
、
上
越
市
内
の
福
祉
施
設
へ
作
品
調
査
に

伺
っ
た
時
に
出
会
っ
た
の
が
『
か
な
や
の
里
ほ
ほ
え
み
』

の
職
員
・
高
坂
ひ
ろ
み
さ
ん
で
し
た
。
施
設
で
の
創
作
活

動
の
様
子
を
聞
い
て
い
く
中
で
、
特
別
な
思
い
を
込
め
て

話
さ
れ
て
い
た
の
が
「
木
村
ひ
ろ
し
」
さ
ん
の
作
品
で
し

た
。「
木
村
さ
ん
の
作
品
を
、
も
っ
と
施
設
の
外
の
人
た

ち
に
見
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
！
」。
そ
の
言
葉
を
き
っ

か
け
に
、
高
坂
さ
ん
は
忙
し
い
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
、

上
越
展
で
の
自
主
展
示
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
。
展
示
会
で
は
手
作
り
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
と
も
に
木

村
さ
ん
の
絵
を
自
ら
展
示
し
“
施
設
の
外
の
人
た
ち
”

に
、
木
村
さ
ん
の
絵
の
魅
力
を
届
け
ま
し
た
。
施
設
職
員

と
し
て
、
今
回
の
体
験
か
ら
感
じ
た
こ
と
や
身
近
な
変
化

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

木
：
木
村
ひ
ろ
し

高
：
高
坂
ひ
ろ
み

菅
：
菅
井
豊
子

施
設
職
員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
関
わ
り
合
い
の
変
化

高
坂 

ひ
ろ
み
（
か
な
や
の
里
ほ
ほ
え
み
）　

・　

木
村
ひ
ろ
し
（
か
な
や
の
里
ほ
ほ
え
み
）

菅
井 

豊
子
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

話
し
手

聞
き
手

高　

紙
飛
行
機
を
折
っ
て
飛
ば
す
の
も
得
意
だ
し
、
木
村

さ
ん
は
得
意
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
よ
。

菅　

絵
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
？

木　

手
品
、
ヒ
モ
手
品
、
紐
を
使
っ
た
手
品
。
コ
マ
回
し

も
で
き
る
。
昔
や
っ
た
ん
だ
。
小
さ
い
時
。

菅　

習
字
も
上
手
な
ん
で
す
ね
。
字
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
墨

で
も
絵
を
描
か
れ
る
ん
で
す
ね
。

高　

多
才
な
ん
で
す
よ
（
笑
）。

菅　

木
村
さ
ん
の
絵
、
上
越
展
で
展
示
し
ま
し
た
け
ど
、

木
村
さ
ん
も
見
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
よ
ね
。
実
際
、
見

て
ど
う
で
し
た
？

高　

み
ん
な
に
、
い
っ
ぱ
い
の
人
に
見
て
も
ら
お
う
と

思
っ
て
、
木
村
さ
ん
の
展
示
し
た
の
。
ち
っ
ち
ゃ
い
の
か

ら
大
き
い
の
ま
で
、
あ
っ
た
も
ん
ね
。

木　

あ
っ
た
あ
っ
た
。

高　

コ
ス
キ
と
か
湯
呑
の
絵
も
、
昔
懐
か
し
い
で
し
ょ
。

木　

コ
ス
キ
、
昔
や
っ
た
ん
だ
わ
。

高　

お
父
さ
ん
の
仕
事
の
お
手
伝
い
と
か
、
お
家
の
お
手

伝
い
し
て
ね
、
い
ろ
ん
な
経
験
さ
れ
て
る
か
ら
、
こ
れ
だ

け
多
才
な
ん
だ
よ
ね
。

菅　

い
ろ
ん
な
絵
が
あ
っ
て
、
カ
ラ
フ
ル
で
、
題
材
の
幅



55 54インタビュー

ち
は
ど
う
や
っ
て
支
え
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
で
自
分

の
仕
事
に
還
元
で
き
る
な
ぁ
っ
て
。

菅　

参
加
者
の
方
と
も
い
ろ
い
ろ
情
報
交
換
し
ま
し
た

か
？

高　

そ
う
そ
う
、
あ
り
ま
し
た
。
施
設
職
員
と
し
て
参
加

し
て
い
た
方
の
事
業
所
に
実
際
に
行
っ
て
、
作
業
風
景
を

見
せ
て
も
ら
っ
て
、
職
員
さ
ん
が
ど
ん
な
風
に
利
用
者
さ

ん
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
と
か
、
作
品
を
ど
う
扱
っ
て
い

る
か
と
か
、
作
品
の
発
表
場
所
と
か
ね
、
お
聞
き
し
て
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
な
け
れ
ば
こ
う
い
う
交
流
を

持
て
な
か
っ
た
し
、
障
害
者
ア
ー
ト
の
情
報
も
知
る
機
会

が
な
か
っ
た
で
す
ね
。

菅　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
木
村
さ
ん
の
作
品
の
魅
力
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
前
で
も
熱
く
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
ね

（
笑
）

高　

木
村
さ
ん
の
絵
を
見
て
も
ら
っ
て
、
み
ん
な
ビ
ッ
ク

リ
し
て
た
よ
。
ま
さ
か
70
歳
の
人
が
描
い
た
な
ん
て
思
っ

て
い
な
い
か
ら
、
み
ん
な
驚
か
れ
て
た
。

木　

そ
う
ら
ね
。

高　

こ
の
時
は
、
自
分
で
は
思
い
つ
か
な
い
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
色
々
も
ら
っ
て
、

実
際
、
展
示
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
書
く
時
に
助
か
り
ま
し

た菅　

木
村
さ
ん
、
今
年
は
ど
ん
な
絵
を
描
き
ま
す
か
？

木　

思
っ
た
時
に
何
で
も
描
く
。
鶏
で
も
ひ
よ
こ
で
も
。

で
っ
か
く
描
く
か
ら
紙
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
。
夜
遅
く

ま
で
10
時
か
11
時
ま
で
描
い
ち
ゃ
う
か
ら
、
絵
好
き
だ
か

ら
さ
。
夜
中
ま
で
描
い
ち
ゃ
う
。

菅　

今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
高
坂
さ
ん
自
身
、
木
村
さ

ん
と
の
関
わ
り
に
何
か
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
？

高　

木
村
さ
ん
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。
同
じ

話
を
リ
ピ
ー
ト
す
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
っ
て
、
1
回
目
2
回

目
は
真
剣
に
聞
く
ん
だ
け
ど
、
あ
ん
ま
り
聞
い
て
な
い
じ
ゃ
な

い
。
ま
た
、
あ
の
話
か
…
で
終
わ
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
書
く
か
ら
よ
く
よ
く
聞
い
て
み
た
ら
、
昔
の
兄
弟
の

関
係
と
か
親
と
の
関
係
と
か
、
昔
の
上
越
の
暮
ら
し
と
か
、

色
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
中
で
、
木
村

さ
ん
が
ど
う
育
っ
て
き
た
か
、
木
村
さ
ん
を
知
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
し
、
地
域
を
知
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
し
、
お
も
し

ろ
い
な
あ
っ
て
。

木　

絵
描
く
の
好
き
だ
か
ら
さ
。

高　

絵
を
展
示
す
る
よ
っ
て
言
っ
た
こ
と
で
、
木
村
さ
ん

が
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
、
目
標
が
あ
る
と
日
々
の
暮

ら
し
が
イ
キ
イ
キ
と
し
て
く
る
。
や
っ
ぱ
り
目
標
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
よ
ね
。
み
ん
な
に
見
て
も
ら
え
る
と
思
う
と

張
り
切
っ
ち
ゃ
う
よ
ね

木　

そ
う
そ
う
。

菅　

木
村
さ
ん
、
も
う
す
ぐ
お
誕
生
日
で
71
歳
で
す
け

ど
、
何
歳
ま
で
絵
を
描
き
ま
す
か
？

木　

死
ぬ
ま
で
ら
ね
。

高　

だ
よ
ね
（
笑
）　

描
け
る
だ
け
描
き
た
い
よ
ね
！

木　

100
歳
ま
で
描
き
た
い
け
ど
ダ
メ
か
も
～
。
腰
は
曲

が
っ
て
く
る
し
さ
…

高　

菅
：
ア
ハ
ハ
ハ
…

高　

71
歳
は

100
枚
く
ら
い
描
き
ま
す
か
！
（
笑
）

展
示
を
通
し
て
の
関
わ
り
あ
い
の
変
化

① ③

⑤

②

④ ⑥

成果物・情報発信

≪成果物≫
①参加型展示会ワークショップ
　～一緒に展示会を作りませんか～
②障害がいとアート　アート・ディレクター養成研修会
　2017・10・12 ～ 13
③障害がいとアート　アート・ディレクター養成研修会
　2018・3・6 ～ 7
④アール・ブリュット展 in 上越 3　生活の柄
⑤あしたの星☆
　出演者・参加者大募集
⑥障害のある方の創作活動に係る事例検討会

≪情報発信≫
【Facebook ページ】
　いいね数　416 件
　記事投稿数　23 件
　総閲覧数　32,028 人
　（平成 29 年 6 月9 日～平成 30 年 3 月18 日）
　記事最高閲覧数　1,026 人
　内容　イベント広報／展示会周知

【ホームページ】
　総閲覧数　8,774 件
　（平成 29 年 6 月9 日～平成 30 年 3 月18 日）
　掲載記事数　2 件
　内容　アール・ブリュットにまつわるイベントの広報

≪新聞掲載≫
・上越タイムス
　平成 29 年 11 月7,9,11,12,14,16,17 日掲載
　アール・ブリュット展 in 上越 3　連載企画（全 7 回）

・新潟日報
　平成 29 年 11 月 28 日掲載
　障害がある人もスター目指そう　イベント出場者募集

・新潟日報
　平成 30 年 1 月 9 日掲載
　あふれる個性 輝く発想　上越署 障害者の絵画展

≪テレビ放映≫
・テレビ新潟放送網（TeNY）
　平成 29 年 7 月 28 日放送
　TeNY 新潟一番 3 部県内ニュース
　新潟青陵大学展示会＆セミナー開催

成果物・情報発信
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成果と課題

　平成 29 年度も本当に多くの機関 ･ 方々に支えられ障害者芸術文化活動普及支援事業を遂行することがで
きました。みんなでいきるでは平成 28 年度より障害者の芸術文化活動支援モデル事業の採択を受け事業を
実施してきましたが、昨年度と比較しこの 1 年間であった変化や、今後の課題を下記のとおりまとめました。

成果について
１ 協働での実施

　平成 28 年度は展示会や研修会も単独事業に終始しましたが、今年度は新潟県内においてはほとんどが先
方からの持ちかけによる協働での事業実施となりました。教育機関と連携した展示会やセミナーの開催、同
じく障害のある方の芸術文化活動を推進する団体とのパフォーマー発掘事業、行政機関や警察署における展
示会の開催など、つながることによって本当に活動の幅が広がったと実感しています。障害のある方の創作
活動はヒトやモノ、コトを一気につなげていく力があります。

２ 人材育成
　展示会や研修会を通じて、新たに多くの方々が障害のある方の創作活動に関わってくれました。中でも福
祉分野ではない一般大学 ･ 短大の学生がこの活動に興味を持ち、施設への調査や展示会の展示作業などに積
極的に関わってくれたことは大きな意義があると言えます。前述したヒト ･ コト ･ モノをつなげていくこと
は、一見新しい取り組みのようで福祉の本質的な仕事です。福祉の本質に多くの若い世代の方が魅力を感じ
ているという事実。そのことを発信していくことが我々の責務です。

今後の課題について
１ 中間支援組織のあり方について

　障害者芸術文化活動普及支援事業の基本的な性質は中間支援です。障害のある方の創作活動を支えていく
ために官民そして当事者や住民の間にたち、そのパイプ役として中立的な立場で側面的な支援をする組織と
なります。
　そのため、自らの団体の活動のためではなく、外に広く向けた事業展開が求められています。この事業を
通じて、特に中間支援組織として求められていることは①専門的な相談支援、②人材育成、③人的ネットワ
ークの形成、④情報収集 ･ 発信機能、⑤財源確保の大きく 5 つに分けられます。
　① ~ ③については一言で表すと人に向けた支援です。最終的に地域を動かしていくもしくは地域に残るも
のは人です。この事業の最大のアウトカムは如何に人を作っていくかだと整理しています。研修会だけでな
く展示会や舞台芸術なども含めて、ただ単にイベントを開催するのではなくその事業を通じて人にどのよう
な変化があったのか、支援の軸をよりソフト面の整備に焦点を置く必要性を感じています。
　④については、受発信における情報の伝達の漏れ ･ 誤りがないよう、センターの機能としてしっかりと情
報を管理していく必要があります。半面、情報の受発信にはコストがかかります。効率よくかつ円滑に情報
の受発信を行うためにも中間支援組織として様々な団体とパイプをつくっていく必要があります。
　⑤については、相談者である団体や個人だけでなくこの事業の実施団体自体が継続した事業を継続するた
めにも、補助による事業費 ･ 単発の助成金だけでなく安定してマネタイズできる仕組みを構築することが急
務と言えます。

２ 創作の場
　自由に創作活動ができる場を求めている方が多数いることが分かりました。これは制度における事業所毎
の創作活動ではなく、もっと誰もが自由に集まり自らの作品を語ったりお互いが相談できる場のことを指し
ます。今年度から創作の場を月に 1 回開催している『アートキャンプ新潟』の実績を見ると、特に休日にお
ける余暇活動としての創作の場はニーズが高く回を重ねるごとに参加者が増えています。お互いが作品を持
ち寄り語りあうことで人と人とのつながりが生まれ、そこから新たな創作活動のヒントを得たり友人ができ
るなど生活そのものが豊かになる事例も出ています。気軽に創作ができる場が、少なくとも各自治体単位で
展開されることが重要だと考えます。

成果と課題






